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【
要
約
】
　
一
九
三
六
年
の
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
近
郊
の
農
業
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
メ
キ
シ
コ
系
、
日
系
を
中
心
と
す
る
少
数
派
民
族
集
団
の
労
働
者
と
日
系

　
農
罠
と
の
間
の
争
議
で
あ
っ
た
。
こ
の
少
数
派
民
族
集
団
間
の
争
議
は
、
長
引
く
不
況
の
な
か
で
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
階
級
の
関
わ
り
を
鮮
明
に
提
示
し

　
て
い
る
。
農
業
労
働
者
た
ち
は
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ユ
ニ
オ
ン
を
基
礎
と
し
て
、
労
働
条
件
の
改
善
を
要
求
し
た
。
一
方
、
日
系
農
業
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
側

　
は
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
を
基
礎
と
し
た
階
級
縦
断
的
な
団
結
に
よ
っ
て
解
決
し
よ
う
と
し
た
が
、
結
果
と
し
て
日
系
農
業
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の
階
層
分
化
が

　
表
面
化
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
日
系
人
の
枠
内
で
の
対
立
で
あ
り
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
を
こ
え
た
動
き
と
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ニ
ュ

　
ー
デ
ィ
ー
ル
期
の
ア
メ
リ
カ
社
会
で
は
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
重
要
性
は
低
下
し
た
と
い
う
の
が
一
般
的
な
見
方
で
あ
る
。
し
か
し
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に

　
お
い
て
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
体
制
の
枠
組
か
ら
外
さ
れ
た
少
数
派
民
族
集
団
の
農
業
労
働
老
や
農
民
は
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
枠
内
に
留
ま
り
な
が
ら
、
時

W
　
に
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
を
基
盤
と
し
て
、
各
々
の
経
済
的
利
害
を
守
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
七
五
巻
四
号
　
一
九
九
二
年
七
月

》

は
　
じ
　
め
　
に

　
大
恐
慌
と
ニ
ュ
ー
デ
ィ
…
ル
期
、
人
々
の
関
心
は
も
っ
ぱ
ら
経
済
問
題
に
あ
り
、
民
族
及
び
文
化
的
問
題
へ
の
人
々
の
関
心
が
大
き
く
後
退

し
た
た
め
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
は
そ
の
重
要
性
を
急
速
に
減
じ
た
と
い
わ
れ
て
き
た
。
移
民
史
及
び
民
族
集
団
史
に
お
い
て
も
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の

枠
を
越
え
た
労
働
運
動
の
進
展
が
強
調
さ
れ
る
な
ど
、
一
九
三
〇
年
代
は
各
民
族
集
団
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
自
律
性
を
維
持
し
な
が
ら
も
、
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ユ
ー
デ
ィ
ー
ル
体
制
に
統
合
さ
れ
て
い
く
時
期
と
し
て
概
ね
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
少
な
く
と
も
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
農
業
に
お
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い
て
、
経
済
的
不
況
は
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
も
つ
意
味
を
先
鋭
化
さ
せ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
近
郊
に
お
け
る
日
系
農
民
対

象
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
焦
点
を
妾
て
て
、
大
恐
慌
期
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
民
族
集
団
史
の
も
う
一
つ
の
側
面
を
明
か
に
し
た
い
。

　
一
九
三
〇
年
代
は
、
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
に
お
い
て
、
最
も
農
業
労
働
者
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
頻
発
し
た
時
代
で
あ
る
。
特
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

で
は
、
参
加
し
た
労
働
者
の
数
と
流
血
の
惨
事
に
よ
っ
て
全
国
の
注
目
を
集
め
た
大
ス
ト
ラ
イ
キ
が
何
度
か
お
こ
っ
た
。
大
ス
ト
ラ
イ
キ
以
外

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

に
も
、
一
九
三
〇
年
代
の
間
に
百
四
十
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
州
全
体
で
起
こ
り
、
一
九
三
六
年
、
州
の
緊
急
救
済
委
員
会
は
「
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

農
業
の
歴
史
は
…
…
概
ね
労
働
争
議
の
歴
史
で
あ
る
」
と
報
告
し
て
い
る
。
こ
の
労
働
争
議
の
歴
史
の
な
か
で
注
目
す
べ
き
事
実
は
、
日
系
農

民
を
対
象
と
し
た
争
議
が
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
を
中
心
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
郡
救
済
委
員
会
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。
「
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
お
い
て
、
メ
キ
シ
コ
系
農
業
労
働
者
と
そ
の
雇
用
者
と
の
聞
で
起
こ
っ
て
い
る
軋
礫
は
、
ほ
と
ん
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

日
系
農
罠
と
労
働
者
と
の
間
で
起
こ
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
」
、
と
。
特
に
一
九
三
三
年
の
エ
ル
モ
ン
テ
・
ス
ト
ラ
イ
キ
と
一
九
三
六
年
の
い

わ
ゆ
る
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
・
セ
ロ
リ
・
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
そ
の
規
模
と
そ
の
地
域
に
及
ぼ
し
た
影
響
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
人
々
の
注
目
を
集

め
た
。
で
は
、
何
故
、
日
系
農
民
を
特
定
し
た
ス
ト
ラ
イ
キ
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
な
ス
ト
ラ
イ
キ
に
お
け
る

少
数
派
民
族
集
団
間
の
対
立
に
注
目
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
複
数
の
人
種
民
族
集
団
を
内
包
す
る
一
九
三
〇
年
代
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
農
業

及
び
社
会
が
か
か
え
て
い
た
問
題
の
一
端
を
明
か
に
し
た
い
。

　
こ
れ
ま
で
の
一
九
三
〇
年
代
の
農
業
ス
ト
ラ
イ
キ
を
扱
っ
た
研
究
は
、
大
規
模
な
農
場
に
の
み
焦
点
を
当
て
、
当
時
の
農
場
で
の
労
働
争
議

は
、
工
場
で
の
争
議
、
す
な
わ
ち
大
資
本
と
賃
金
労
働
者
と
の
間
の
紛
争
と
同
じ
で
あ
る
と
論
じ
る
傾
向
に
あ
る
。
日
系
農
民
が
言
及
さ
れ
て

い
る
と
し
て
も
、
雇
用
者
側
の
社
会
的
及
び
経
済
的
条
件
の
違
い
が
労
使
関
係
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
と
い
う
点
に
は
あ
ま
り
関
心

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

が
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
一
方
、
日
系
人
の
歴
史
の
な
か
で
戦
前
の
日
系
農
業
を
扱
っ
た
研
究
の
多
く
は
、
白
人
社
会
か
ら
の
排
斥
に
も
関
わ
ら
ず
日
系
農
業
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
そ
の
同
質
性
及
び
民
族
的
団
結
の
強
さ
に
よ
っ
て
い
か
に
「
成
功
」
を
お
さ
め
た
か
を
強
調
し
て
き
た
。
ボ
ナ
シ
チ
（
国
α
昌
P
切
O
β
P
O
凶
O
げ
）
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と
モ
デ
ル
（
｝
。
ぎ
冒
。
α
Φ
ε
は
、
民
族
的
団
結
に
よ
っ
て
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の
階
級
対
立
は
妨
げ
ら
れ
た
と
述
べ
、
フ
ギ
タ
と
オ
ブ
ラ
イ

ェ
ソ
（
周
護
冨
曾
○
”
b
ご
H
δ
昌
）
は
、
一
九
三
〇
年
代
の
農
業
ス
ト
ラ
イ
キ
に
お
け
る
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
「
エ
ス
ニ
ッ
ク
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ

る
対
応
」
を
民
族
的
団
結
の
強
さ
の
例
証
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
議
論
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
農
業
に
お
け
る
日
系
農
業
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
特
殊
性
或
は
例
外
性
を
強
調
す
る
こ
と
と
な
る
。
た
し
か
に
、
日
系
農
民
は
エ
ス
一
一
シ
テ
ィ
を
基
礎
と
し
た
組
織
を
つ
く
り
、
そ
の
指
跳
者

は
民
族
的
団
結
を
呼
び
か
け
た
。
ま
た
、
一
部
の
臼
系
農
民
は
民
族
的
団
結
に
依
存
し
た
流
通
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
後

述
の
ご
と
く
一
九
三
六
年
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
見
ら
れ
る
日
系
農
民
及
び
日
系
農
業
労
働
者
の
対
応
は
、
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
民
族
的
団
結
に

関
し
て
我
々
に
異
な
っ
た
視
点
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
多
く
は
社
会
学
或
は
日
米
交
流
史
の
枠
組
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
こ
と
も
あ
り
て
、
多
人
種
民
族
社
会
に
お
け

る
日
系
社
会
の
位
置
付
け
に
は
あ
ま
り
関
心
が
向
け
ら
れ
て
い
な
い
。
白
人
社
会
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
も
、
排
斥
さ
れ
た
被
害
者
と
し
て
日

系
人
を
扱
う
か
、
或
は
「
与
え
ら
れ
た
立
場
（
巳
昌
。
こ
の
な
か
で
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
動
に
焦
点
を
当
て
る
研
究
が
多
く
、
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

人
社
会
と
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
関
わ
り
は
視
野
の
な
か
に
あ
ま
り
入
っ
て
い
な
い
。
し
か
も
、
白
人
社
会
と
の
関
わ
り
以
上
に
、
他
の
少
数
派

民
族
集
団
と
日
系
人
と
の
関
わ
り
に
は
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
一
九
三
〇
年
代
の
日
系
農
民
は
、
人
種
差
別
の
対
象
で
あ
っ
た
と

同
時
に
、
よ
り
経
済
的
に
弱
い
立
場
の
他
の
民
族
集
団
の
雇
用
者
で
も
あ
っ
た
。
社
会
学
的
研
究
で
は
、
日
系
農
民
は
エ
リ
ー
ト
層
と
よ
り
社

会
的
に
低
い
地
位
の
グ
ル
ー
プ
と
の
あ
い
だ
の
「
緩
衝
域
（
び
農
①
H
）
」
と
な
っ
た
と
論
じ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
具
体
的
に
な
に
を
意
味
す
る
か

　
　
　
　
　
　
⑧

は
明
か
で
は
な
い
。

　
し
た
が
っ
て
、
本
論
で
は
、
白
人
優
越
体
制
の
枠
組
の
な
か
で
、
ど
の
よ
う
に
日
系
農
民
が
白
人
農
民
と
関
わ
り
、
同
時
に
日
系
及
び
他
の

民
族
集
団
の
労
働
者
に
対
応
し
た
か
を
辿
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
民
族
の
存
在
が
一
九
三
〇
年
代
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
農
業
の
労
使
関
係
に
ど

の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
を
考
え
、
多
人
種
民
族
社
会
と
し
て
の
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
歴
史
を
見
直
す
契
機
と
し
た
い
。

　
①
　
例
え
ば
志
螂
晃
佑
「
ア
メ
リ
カ
史
に
お
け
る
移
民
」
今
津
晃
・
池
本
掌
三
・
高
　
　
　
　
橋
平
編
『
ア
メ
リ
カ
史
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
騙
（
世
界
思
想
社
、
一
九
八
七
年
と
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昌
①
｝
一
d
「
．
剛
こ
同
り
Q
Q
H
）

1

背

風
爪

　
が
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
包
括
的
に
論
じ
て
い
る
。

⑥
冒
ぎ
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①
算
§
恥
騨
ミ
δ
ミ
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．
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＆
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∈
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①
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ω
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①
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昌
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①
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．
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①
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罵
言
①
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や
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σ
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p
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史
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囲
・
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＜
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翼
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膳
（
O
o
け
㌧
　
一
り
c
Q
α
）
ワ
ミ
・
邦
語

　
研
究
で
は
、
例
え
ば
、
矢
ケ
崎
典
隆
「
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
お
け
る
第
二
次
大

　
戦
前
の
日
本
人
農
業
と
罠
族
的
組
合
組
織
」
『
地
学
雑
誌
』
九
二
巻
（
一
九
八
三
）
、

　
八
四
頁
。

⑦
た
と
え
ば
竃
。
α
o
罫
。
》
ミ
‘
℃
．
憲
0
．

⑧
u
9
三
焦
㍗
○
、
し
ロ
幕
嵩
彰
彰
ω
g
冨
睾
ω
■
．
．
頃
唱
α
q
多
層
．
、
寓
誌
日
戸
葛
コ
多
き
”
，
＝
＜

　
0
9
回
8
箕
”
欝
固
著
冨
轟
け
。
曙
く
巴
二
。
ぎ
昏
0
9
。
。
。
。
＝
『
。
冒
甥
き
給
ぎ

　
9
ま
。
巨
p
＞
σ
Q
忌
鼻
糞
。
．
．
寒
窃
慧
“
恥
§
ミ
粛
ミ
ミ
9
§
、
く
。
ド
・
。
q
ぎ
．

　
b
。
（
言
三
貫
目
。
。
N
）
や
δ
①
．

漏
九
三
〇
年
代
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
農
業
に
お
け
る
労
使
関
係

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
農
業
は
市
場
向
け
の
商
品
作
物
を
集
約
的
に
生
産
し
、
と
り
わ
け
一
九
二
〇
年
代
以
降
、
野
菜
や
果
物
な
ど
の
黒
鼠
類
の
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生
産
が
急
成
長
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
農
業
の
特
色
の
ひ
と
つ
は
、
農
業
労
働
者
の
存
在
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
、
カ
リ

フ
ォ
ル
ニ
ア
で
は
、
農
業
に
従
事
し
て
い
る
も
の
の
五
七
％
が
賃
金
労
働
者
で
あ
っ
た
。
全
国
平
均
が
二
六
％
で
あ
る
か
ら
、
い
か
に
カ
リ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

オ
ル
ニ
ア
農
業
が
農
業
労
働
者
に
依
存
し
て
い
る
か
が
解
る
。
当
時
の
工
場
労
働
者
と
比
較
し
て
も
、
農
業
労
働
者
の
状
況
は
絶
望
的
で
あ
っ

た
。
全
国
の
農
業
労
働
者
の
な
か
で
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
農
業
労
働
者
の
賃
金
は
最
高
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
一
九
三
〇
年
代
の
平
均

日
給
は
二
●
〇
六
ド
ル
で
・
工
場
労
働
者
の
一
九
三
〇
年
代
の
収
入
の
二
五
－
三
〇
％
で
あ
・
た
と
い
わ
れ
麺
・
こ
の
安
価
な
労
働
力
は
・
歴

史
的
に
ア
ジ
ア
系
及
び
メ
キ
シ
コ
系
の
諸
民
族
集
団
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
て
き
た
。
　
一
九
三
〇
年
の
四
〇
五
農
場
の
調
査
に
よ
れ
ぽ
、
八
四
％

の
農
業
労
働
者
は
メ
キ
シ
コ
系
で
あ
り
、
六
％
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
系
、
五
％
が
日
系
で
あ
っ
た
。
大
恐
慌
に
よ
る
メ
キ
シ
コ
系
労
働
者
の
本
国
送

還
運
動
や
南
西
部
か
ら
の
白
人
労
働
者
の
流
入
に
も
関
わ
ら
ず
、
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
郡
で
は
引
き
続
き
メ
キ
シ
コ
系
及
び
フ
ィ
リ
ピ
ン
系
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

労
働
者
の
主
要
部
分
を
占
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
一
九
三
六
年
の
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
の
調
査
で
は
、
調
査
対
象
の
九
三
％
が
メ

キ
シ
コ
系
農
業
労
働
老
で
あ
り
、
彼
ら
は
年
間
三
〇
・
七
週
し
か
就
労
出
来
ず
、
平
均
年
間
総
収
入
は
四
九
一
・
ニ
ド
ル
で
あ
り
、
そ
の
八
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

％
以
上
は
食
料
に
消
え
て
い
た
。

　
農
業
労
働
老
の
歴
史
は
、
あ
る
意
味
で
は
「
人
種
搾
取
」
の
歴
史
で
あ
る
。
雇
用
者
の
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
る
白
人
農
民
の
代
表
と
も

言
え
る
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
商
工
会
議
所
の
農
業
部
門
の
部
長
は
、
肉
入
労
働
者
を
雇
用
し
な
い
理
由
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
白
人

の
移
動
労
働
者
は
扱
い
や
す
い
労
働
力
で
は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
の
市
民
で
あ
る
た
め
、
彼
ら
は
い
わ
ゆ
る
ア
メ
リ
カ
の
生
活
水
準
を
要
求
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

で
あ
ろ
う
。
我
々
の
予
測
で
は
、
彼
ら
は
A
F
」
や
破
壊
分
子
に
よ
る
組
織
化
の
格
好
の
餌
食
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、

「
帰
化
不
能
外
人
」
と
メ
キ
シ
コ
か
ら
の
「
出
稼
ぎ
労
働
者
」
は
最
も
「
扱
い
や
す
い
労
働
力
」
で
あ
っ
た
。
常
に
労
働
者
は
供
給
過
剰
の
状

態
に
あ
り
、
し
か
も
少
数
派
民
族
集
団
の
労
働
者
は
組
舎
の
厚
い
壁
に
阻
ま
れ
て
、
工
場
へ
の
就
職
は
困
難
で
あ
っ
た
。
政
治
的
に
も
経
済
的

に
も
弱
い
立
場
で
、
ワ
グ
ナ
ー
法
、
社
会
保
障
法
、
労
働
者
災
害
補
償
法
な
ど
の
州
や
連
邦
の
保
護
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

農
業
労
働
者
の
間
に
は
賃
金
と
仕
事
の
内
容
に
関
し
て
明
確
な
民
族
集
団
に
よ
る
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
先
の
商
工
会
議
所
の
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一九三六年ロスアンジェルス・セPリ・ストライキと日系農業コミュニティ（松本）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

農
業
部
長
は
、
「
農
場
で
の
労
働
に
カ
ー
ス
ト
が
存
在
す
る
こ
と
を
理
解
し
な
い
農
民
は
労
賃
を
払
い
す
ぎ
る
こ
と
に
な
る
」
と
証
言
し
て
い

る
。
白
人
労
働
者
は
主
に
機
械
の
操
作
や
仕
分
け
な
ど
の
屋
内
の
作
業
を
行
っ
て
い
た
。
畑
の
労
働
に
関
し
て
は
、
日
系
と
白
人
の
賃
金
が
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

つ
と
も
高
く
、
次
は
メ
キ
シ
コ
系
で
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
系
と
中
腰
系
は
も
っ
と
も
低
か
っ
た
。
慢
性
的
労
働
力
過
剰
の
状
態
の
な
か
で
、
民
族
集

団
間
の
競
争
が
行
わ
れ
、
一
層
労
働
条
件
の
悪
化
を
招
い
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
農
業
労
働
者
を
大
量
に
使
う
集
約
農
業
に
お
い
て
は
、
大
資
本
を
投
下
す
る
ほ
ど
利
益
が
あ
が
り
、
す
で
に
多
く
の
研
究
者
が

指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
農
業
で
は
、
大
規
模
な
会
社
組
織
の
農
場
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
一
九
三
〇
年
の
統
計
に
よ
る
と
、

全
国
の
大
規
模
農
場
の
三
分
の
一
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
あ
り
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
農
場
の
一
〇
％
は
一
万
ド
ル
以
上
の
総
収
入
を
も
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

州
の
農
業
収
入
の
五
三
％
を
占
め
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
数
の
上
で
は
、
小
規
模
の
農
場
が
は
る
か
に
大
規
模
の
農
場
を
上
回
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
農
業
の
い
ま
ひ
と
つ
の
特
色
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
家
族
農
場
以
外
に
、
市
場
向
け
疏
菜
類
を
栽
培
す
る
小
農
が

重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
た
事
実
を
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
彼
ら
の
多
く
は
、
癒
と
ん
ど
の
仕
事
を
家
族
で
す
る
が
、
収
穫
時
に
農
業
労

働
老
を
雇
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
一
九
三
五
年
一
月
の
統
計
を
も
と
に
、
当
時
の
農
業
問
題
の
第
一
人
者
で
あ
っ
た
テ
ー
ラ
ー
（
勺
ρ
巳

。
。
・
↓
曙
ご
困
）
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
お
い
て
、
農
業
労
働
者
の
三
分
の
一
は
十
人
以
上
を
雇
用
す
る
大
規
模
農
場
で
雇
用
さ
れ
た
と
、
大
規

模
農
場
の
労
使
関
係
の
重
要
性
を
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
換
言
す
れ
ぼ
、
三
分
の
二
の
労
働
者
は
、
そ
れ
以
下
の
規
模
の
農
場
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

働
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
三
三
・
六
％
の
労
働
者
は
、
三
人
以
下
の
労
働
者
を
雇
用
す
る
農
場
に
雇
わ
れ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、

中
小
規
模
農
場
に
お
け
る
労
使
関
係
を
も
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

2

一
九
三
〇
年
代
の
日
系
農
業
コ
ミ
ュ
一
一
テ
ィ

　
全
米
の
日
系
人
の
四
分
の
三
が
集
ま
っ
て
い
た
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
に
お
い
て
も
、
一
九
三
〇
年
、
日
系
人
の
人
口
は
州
人
口
の
二
％
、
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

黒
人
の
最
も
集
ま
っ
て
い
る
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
郡
に
お
い
て
も
人
口
の
一
％
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
三
〇
年
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代
に
は
、
白
人
以
外
の
農
民
の
多
く
は
日
系
農
民
で
あ
り
、
特
に
、
近
郊
市
場
向
け
の
野
菜
や
果
物
類
の
分
野
で
は
生
産
の
主
力
と
な
っ
て
い

た
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
全
体
で
は
、
一
九
四
〇
年
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
近
郊
向
け
野
菜
の
四
〇
％
は
日
系
農
民
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
と

報
告
さ
れ
て
い
る
。
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
郡
で
は
、
市
場
向
け
疏
菜
類
の
農
場
に
限
れ
ば
、
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
郡
の
農
場
の
三
分
の
二
、
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

郊
向
け
の
野
菜
を
栽
培
し
て
い
る
農
場
の
九
〇
％
は
日
系
農
民
に
よ
っ
て
耕
作
さ
れ
て
い
た
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　
農
業
は
日
系
人
に
と
っ
て
も
主
要
な
経
済
基
盤
で
あ
り
、
一
九
三
〇
年
の
統
計
で
は
、
職
業
に
つ
い
て
い
る
日
系
人
の
う
ち
、
五
三
％
は
農

業
に
従
事
し
て
い
た
。
農
業
労
働
者
を
加
え
ず
に
、
農
民
だ
け
に
限
る
と
、
日
本
領
事
館
の
一
九
三
五
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
南
カ
リ
フ
ォ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ニ
ア
七
九
郡
の
人
口
約
四
万
五
千
人
の
う
ち
、
日
系
農
家
は
約
三
千
戸
で
あ
り
一
万
余
人
が
生
計
を
立
て
て
い
た
の
で
あ
る
。
前
述
の
ご
と
く

日
系
農
民
も
疏
菜
類
を
中
心
と
す
る
集
約
農
業
を
行
っ
て
い
た
が
、
そ
の
規
模
は
小
さ
か
っ
た
。
日
系
農
民
が
耕
作
し
て
い
る
農
場
の
平
均
面

積
は
四
〇
エ
ー
カ
ー
で
あ
る
が
、
全
国
平
均
は
二
二
四
エ
ー
カ
ー
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
一
九
四
〇
年
の
統
計
で
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

系
農
民
の
七
〇
％
、
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
郡
で
は
、
ほ
ぼ
九
〇
％
の
日
系
農
民
が
借
地
農
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
小
規
模
で
、
資
本
の
限
ら

れ
て
い
る
日
系
農
民
は
、
必
要
な
労
働
力
の
約
半
分
を
家
族
に
よ
っ
て
賄
っ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
集
約
農
業
の
常
と
し
て
、
収
穫
時
に

は
一
度
に
多
量
の
労
働
力
を
必
要
と
す
る
。
そ
の
大
部
分
を
日
系
労
働
者
だ
け
で
な
く
メ
キ
シ
コ
系
及
び
フ
ィ
リ
ピ
ン
系
の
労
働
者
に
よ
っ
て

当
て
て
い
た
。
特
に
一
九
三
〇
年
代
は
、
一
世
が
老
齢
化
し
、
し
か
も
二
世
の
大
半
が
い
ま
だ
学
生
で
あ
っ
た
た
め
、
外
部
か
ら
の
労
働
力
の

導
入
が
必
要
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
一
九
三
六
年
の
ス
ト
ラ
イ
キ
直
前
の
調
査
で
は
、
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
地
域
の
農
業
労
働
者
の
九
〇
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

が
メ
キ
シ
コ
系
で
あ
り
、
日
系
農
家
は
総
収
入
の
約
三
分
の
一
を
賃
労
働
に
払
っ
て
い
た
。
し
か
も
、
彼
ら
を
雇
う
際
、
日
系
農
民
も
白
人
農

民
が
つ
く
っ
た
賃
金
差
別
体
系
を
利
用
し
、
よ
り
安
い
労
働
力
と
し
て
メ
キ
シ
コ
系
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
系
の
労
働
者
を
雇
用
し
た
の
で
あ
る
。
『
労

働
新
聞
』
は
、
　
一
九
三
三
年
の
エ
ル
モ
ン
テ
・
ス
ト
ラ
イ
キ
の
際
、
日
本
人
労
働
者
を
ス
ト
破
り
と
し
て
導
入
し
て
お
き
な
が
ら
、
「
ス
ト
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

済
ん
だ
ら
臼
本
人
労
働
者
は
皆
追
い
出
さ
れ
て
墨
人
労
働
者
を
雇
い
入
れ
た
」
と
日
本
人
農
家
を
非
難
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
日
系
農
民
の
活
躍
の
か
げ
で
、
見
落
と
さ
れ
が
ち
な
の
が
、
日
系
農
業
労
働
者
の
存
在
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
既
に
多
く
の
研
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究
者
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
農
業
労
働
者
全
体
の
な
か
で
日
系
労
働
者
の
占
め
る
比
率
は
二
十
世
紀
初
頭
に
比
較
す
る
と
急
速
に
減
少
し

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
系
人
口
の
な
か
で
は
、
依
然
と
し
て
農
業
労
働
者
の
割
合
は
大
き
か
っ
た
。
農
業
労
働
老
と
い
っ
て
も
、
借
地

農
を
し
な
が
ら
他
の
農
家
に
労
働
力
を
提
供
し
て
い
る
も
の
、
土
地
法
の
網
の
昌
を
く
ぐ
る
為
に
実
際
は
借
地
農
で
あ
り
な
が
ら
農
業
労
働
者

と
し
て
申
告
し
て
い
る
も
の
な
ど
を
含
む
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
正
確
な
数
字
を
確
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
ロ
ス
ア
ン
ジ

ェ
ル
ス
の
日
本
領
事
館
の
一
九
三
〇
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
九
々
に
お
い
て
、
有
業
人
口
一
五
二
四
八
人
の
う
ち
、
農

業
（
庭
園
業
、
畜
産
業
を
含
む
）
が
三
五
一
九
人
、
賃
金
を
得
て
い
る
農
業
労
働
者
が
三
四
六
九
人
で
あ
っ
た
。
テ
ー
ラ
ー
は
一
九
三
〇
年
の
セ
ン

サ
ス
か
ら
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
日
系
人
の
農
業
従
事
者
一
九
三
五
三
人
の
う
ち
、
農
場
主
及
び
借
地
農
が
三
一
三
五
人
、
管
理
人
及
び
監
督

が
一
六
四
九
人
、
そ
し
て
労
働
者
が
一
四
五
六
九
人
と
算
出
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
数
字
に
は
、
賃
金
を
支
払
わ
な
い
家
族
労
働
が
含
ま
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
⑯

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
農
家
戸
数
と
同
等
か
或
は
上
回
る
数
の
農
業
労
働
者
の
存
在
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
お
い
て
も
、

日
系
農
業
及
び
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
特
質
を
考
え
る
上
で
、
無
視
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
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⑮
『
労
働
新
聞
』
、
昭
十
・
十
丁
二
〇
、
＜
。
器
費
℃
署
曾
ρ
切
。
諸
嶺
・
。
－
一
〇

　
（
一
9
噂
弾
”
o
ω
o
＞
ヨ
①
ユ
〇
四
”
菊
。
ω
o
即
噌
O
げ
勺
『
o
一
〇
〇
け
層
d
’
O
■
い
。
〉
”
7
2
，
0
薗
津
。
尻
。
潔
①
O

　
二
一
♪
菊
勺
）
同
新
聞
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
を
中
心
と
す
る
共
産
党
系
の
新
聞
で
、

　
カ
ー
ル
米
田
が
編
集
を
し
て
い
た
。
七
月
鋤
く
。
岩
α
ρ
．
、
お
O
＜
＄
誘
。
｛
冒
嚇
早

　
①
ω
O
じ
9
σ
O
『
鵠
一
ω
陣
O
撹
望
　
一
コ
　
け
ロ
①
　
q
ω
〉
、
、
一
口
　
》
ヨ
《
　
日
露
O
げ
障
鼠
　
①
鉾
P
一
．
①
傭
ρ

　
肉
O
O
騎
、
」
§
這
鴇
亀
§
箆
謡
器
曵
詩
自
§
落
馬
笥
織
ミ
・
（
ピ
O
ω
〉
コ
σ
q
Φ
一
〇
乙
Q
”
d
．
O
」
ド
〉
噛
一
㊤
刈
一
）

　
℃
．
嵩
9

⑯
在
羅
府
日
本
帝
国
領
寮
館
「
管
内
邦
人
人
口
統
計
表
」
（
昭
五
・
十
一
．
一
）

　
（
嗣
〉
切
勺
）
勺
9
＝
一
ω
．
↓
P
望
δ
同
帥
諄
伽
目
。
ヨ
く
四
ω
Φ
嘱
層
．
．
頃
一
ω
枠
O
ユ
。
騨
一
じ
σ
観
客
（
α
q
「
o
詔
コ
匹

　
o
h
O
四
｝
一
h
o
鴇
コ
一
9
男
即
『
導
ピ
四
げ
。
門
、
、
知
画
ミ
菖
、
肋
。
織
。
、
誌
黛
＜
o
｝
。
一
冥
O
．
ω
㌧
（
一
㊤
○
◎
⑦
）

　
唱
・
卜
。
欝
、
↓
9
三
。
≦
ご
　
尚
、
一
九
三
五
年
の
「
ヨ
本
人
農
園
労
働
者
組
合
創
立

　
趣
意
書
」
で
は
、
　
万
五
千
人
と
な
っ
て
い
る
。
鴫
。
器
匹
ρ
饗
℃
2
。
。
、
o
σ
o
×
一
諮
…

　
一
ρ
（
｝
〉
力
勺
）
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二
　
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
周
辺
の
農
業
ス
ト
ラ
イ
キ

1

エ
ル
モ
ン
テ
・
ス
ト
ラ
イ
キ

　
一
九
二
九
年
以
降
の
長
引
く
不
況
に
よ
り
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
お
い
て
も
農
業
、
特
に
市
場
向
け
の
疏
菜
類
の
栽
培
は
大
き
な
損
害
を
被

っ
た
。
農
民
の
な
か
に
は
、
作
物
を
担
保
に
借
金
を
重
ね
、
作
物
の
値
段
の
下
落
に
よ
り
労
働
者
に
支
払
う
賃
金
を
確
保
で
き
な
い
も
の
も
で

た
。
特
に
、
機
械
、
肥
料
な
ど
に
か
か
る
コ
ス
ト
は
値
下
が
り
幅
が
比
較
的
少
な
か
っ
た
た
め
、
市
場
価
格
の
下
落
に
よ
る
損
失
を
農
民
は
労

働
者
の
賃
金
切
り
下
げ
で
当
て
る
し
が
な
か
っ
た
。
一
九
二
九
年
か
ら
一
九
三
三
年
の
間
に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
農
業
労
働
者
の
平
均
賃
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

は
五
〇
％
引
き
下
げ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
不
況
の
下
で
、
一
九
三
三
年
六
月
、
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
の
東
に
位
置
す
る
エ
ル
モ
ン
テ
の
い
ち
ご
畑
に
お
い
て
、
収
穫
時
期

の
最
中
に
、
メ
キ
シ
コ
系
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
系
及
び
日
系
の
労
働
者
が
ス
ト
ラ
イ
キ
を
は
じ
め
た
。
ス
ト
ラ
イ
キ
は
急
速
に
周
辺
の
日
系
農
揚
に

広
が
り
、
約
一
五
〇
〇
名
の
労
働
者
が
参
加
し
た
。
メ
キ
シ
コ
系
の
労
働
者
が
主
要
な
参
加
者
で
、
メ
キ
シ
コ
本
国
で
の
日
本
製
品
ボ
イ
コ
ッ

ト
に
ま
で
波
及
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
、
各
地
域
の
日
系
農
民
の
組
織
は
、
南
加
中
央
日
本
人
会
の
指
導
の
も
と
に
、
統
～
行
動
を
と
っ
て
ス

ト
ラ
イ
キ
と
戦
う
こ
と
を
決
定
し
た
。
日
系
農
民
側
は
日
本
人
の
み
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
に
特
に
不
信
感
を
あ
ら
わ
に
し
た
。
サ
ン
フ
ァ

ナ
ン
ド
平
原
の
日
系
農
民
は
、
白
人
に
対
し
て
九
時
間
一
ド
ル
で
働
く
の
に
日
本
人
に
対
し
て
の
み
時
間
給
十
五
セ
ン
ト
を
要
求
す
る
の
は
不

当
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
。
胃
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
の
日
系
新
聞
で
あ
る
『
加
州
毎
日
』
は
、
ス
ト
ラ
イ
キ
が
日
本
人
と
メ
キ
シ
コ
人
の
間
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

「
人
種
戦
争
」
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
と
報
告
し
た
。
ほ
ぼ
一
カ
月
間
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
後
に
、
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
商
工
会
議
所
、
連
邦
労

働
委
員
会
、
メ
キ
シ
コ
副
領
事
な
ど
の
仲
介
に
よ
り
、
メ
キ
シ
コ
系
労
働
者
の
組
合
と
南
加
中
央
日
本
人
会
と
の
間
で
、
日
給
一
・
五
ド
ル
、

ス
ト
参
加
老
を
可
能
な
限
り
雇
用
す
る
と
い
う
条
件
に
基
づ
い
て
合
意
が
成
立
し
た
。
し
か
し
、
一
九
三
〇
年
代
の
平
均
が
二
・
〇
六
ド
ル
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

あ
っ
た
と
い
う
報
告
を
考
え
る
と
、
こ
の
合
意
は
、
必
ず
し
も
労
働
者
に
と
っ
て
有
利
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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こ
の
苦
い
経
験
は
、
農
民
と
労
働
者
の
両
側
に
組
織
強
化
の
必
要
性
を
認
識
さ
せ
た
。
一
九
三
三
年
九
月
、
日
系
農
民
の
各
地
方
組
織
を
恒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

常
的
に
ま
と
め
る
中
央
組
織
で
あ
る
南
加
中
央
農
会
が
設
立
さ
れ
、
一
九
三
五
年
に
は
南
加
農
会
連
盟
に
発
展
し
た
。
一
方
、
白
人
農
民
も
集

団
で
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
商
工
会
議
所
と
フ
ァ
ー
ム
・
ビ
ュ
ー
揖
1
が
中
心
と
な
っ
て
、
農
家
協
会
（
け
】
P
Φ
　
｝
ω
ω
O
O
一
曽
け
⑦
O
　
周
9
吐
出
P
①
H
も
n
）
の
ロ

ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
支
部
を
一
九
三
三
年
十
一
月
に
結
成
し
、
一
九
三
四
年
に
再
編
成
し
た
。
こ
の
組
織
は
、
大
規
模
農
業
経
営
者
が
主
で
あ
る

が
、
白
人
中
小
農
も
参
加
し
て
お
り
、
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
商
工
会
議
所
を
窓
口
と
す
る
肥
料
会
社
や
鉄
道
の
利
害
と
も
密
接
に
関
わ
っ
て
い

⑤
た
。　

他
方
、
農
業
労
働
者
の
が
わ
も
、
自
ら
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
と
地
域
に
根
ざ
し
た
組
織
化
を
進
め
た
。
メ
キ
シ
コ
系
労
働
者
は
既
に
一
九
二
〇

年
代
後
半
、
厭
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
を
中
心
に
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
三
三
の
組
織
を
ま
と
め
て
、
メ
キ
シ
コ
労
働
組
合
連
合
を
結
成
し
て
い
た

が
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
戦
う
中
で
急
速
に
成
長
し
た
。
他
の
地
元
の
組
合
を
組
み
入
れ
て
、
一
九
三
三
年
七
月
に
、
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
で
カ
リ
「

フ
ォ
ル
ニ
ア
州
メ
キ
シ
コ
人
農
業
労
働
者
組
合
連
盟
（
O
霧
｛
①
号
罠
。
帥
自
α
Φ
d
ロ
沖
自
φ
。
。
曾
3
ヨ
需
。
。
ヨ
。
の
畷
○
寓
。
δ
。
。
寓
Φ
邑
＄
宕
。
。
α
9
口
の
3
幽
。

畠
9
ま
。
旨
旨
以
後
C
U
C
O
M
と
略
）
を
結
成
す
る
に
い
た
っ
た
。
一
九
三
四
年
に
は
、
五
〇
の
組
織
と
五
千
人
か
ら
一
万
人
の
組
合
員
を
擁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

す
る
州
で
最
も
活
動
的
な
農
業
労
働
者
の
組
織
の
一
つ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
日
系
農
業
労
働
老
も
、
二
十
世
紀
は
じ
め
か
ら
組
織
化
の
努
力

を
続
け
て
き
た
が
、
一
九
三
三
年
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
通
じ
て
、
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
よ
り
強
い
基
盤
を
築
い
た
。
一
九
三
五
年
、
ロ
ス
ア
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ジ
ェ
ル
ス
に
お
い
て
、
八
百
人
の
組
合
員
を
擁
す
る
加
州
日
本
人
農
園
労
働
者
組
合
が
結
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

54　（494）

2

ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
・
セ
ロ
リ
・
ス
ト
ラ
イ
キ

　
一
九
三
三
年
に
合
意
に
達
し
た
と
い
っ
て
も
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
地
域
の
日
系
農
園
に
お
け
る
労
働
老
の
生
活
や
労
働
条
件
は
改
善
さ
れ
ず
、

労
働
者
達
、
特
に
、
C
U
C
O
M
は
日
系
農
民
に
対
し
て
絶
え
ず
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
う
と
迫
っ
て
い
た
。
契
約
更
改
時
期
の
一
九
三
五
年
置
夏
、

両
者
の
間
の
緊
張
は
高
ま
り
、
全
国
労
働
関
係
局
の
支
部
局
長
の
仲
介
で
米
人
農
家
諸
団
体
も
参
加
し
て
何
回
か
の
会
合
が
も
た
れ
た
。
今
回
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は
、
日
系
農
畏
の
代
表
と
し
て
、
南
加
農
会
連
盟
の
代
表
が
出
席
し
た
。
C
U
C
O
M
は
賃
金
引
き
上
げ
と
組
合
員
に
対
す
る
差
別
の
撤
廃
を

要
求
し
た
が
、
約
八
百
名
の
農
家
を
代
表
す
る
南
加
農
会
連
盟
は
、
全
国
労
働
委
員
会
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
支
部
の
定
め
た
最
低
賃
金
の
維
持
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

主
張
し
、
物
別
れ
に
終
っ
た
。
さ
ら
に
、
席
上
、
日
系
農
民
側
は
、
「
こ
の
種
の
交
渉
を
日
本
人
団
体
に
の
み
行
ふ
は
不
合
理
で
あ
る
」
と
主

張
し
た
が
、
結
局
、
日
系
農
民
対
労
働
者
と
い
う
図
式
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
三
六
年
一
月
に
は
、
C
U
C
O
M
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
労
働
組
合
連
合
、
ア
メ
リ
カ
農
工
業
労
働
者
組
合
、
加
州
日
本
人
農
園
労
働
者
組
合

な
ど
、
十
一
の
組
合
を
連
合
し
た
農
業
労
働
者
組
合
連
盟
（
葺
①
燭
。
α
o
舜
蔭
。
づ
。
団
〉
σ
q
ユ
。
重
言
陵
辱
芝
。
躊
①
H
ω
、
d
⇒
δ
霧
）
が
結
成
さ
れ
た
。
外
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

活
動
家
の
指
導
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
主
要
グ
ル
ー
プ
は
、
ヴ
ェ
ラ
ル
デ
（
ぐ
『
凶
一
＝
帥
ヨ
　
＜
①
一
㊤
円
創
Φ
）
率
い
る
C
U
C
O
M
で
あ
っ
た
。
同
連
盟
は
、

一
九
三
六
年
四
月
は
じ
め
、
南
加
農
会
連
盟
と
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
地
域
の
日
系
農
民
に
対
し
て
、
賃
上
げ
と
組
合
承
認
の
要
求
を
出
し
、
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

け
入
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
ス
ト
を
決
行
す
る
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。
一
九
三
五
年
の
段
階
で
は
地
方
に
よ
り
条
件
が
違
う
こ
と
を
理
由
に
各
地
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

団
体
が
決
定
す
べ
き
だ
と
し
て
い
た
南
加
農
会
連
盟
は
、
こ
の
段
階
で
統
一
行
動
を
と
る
こ
と
を
決
相
し
、
上
記
の
要
求
を
拒
絶
し
た
。

　
一
九
三
六
年
四
月
十
七
日
、
約
三
百
名
の
労
働
者
が
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
市
郊
外
の
ヴ
ェ
ニ
ス
の
セ
ロ
リ
畑
で
ス
ト
ラ
イ
キ
を
始
め
た
。
四

月
二
十
日
ま
で
に
、
エ
ル
モ
ン
テ
、
ト
ー
ラ
ン
ス
な
ど
周
辺
地
域
の
B
系
農
場
に
広
が
り
、
約
二
千
六
百
名
の
労
働
者
が
参
加
し
た
。
参
加
し

た
労
働
者
の
大
半
は
メ
キ
シ
コ
系
労
働
者
で
あ
っ
た
が
、
加
州
日
本
人
農
園
労
働
者
組
合
も
労
働
者
が
わ
の
要
求
を
伝
え
る
ス
ポ
ー
ク
ス
マ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

と
し
て
重
要
な
働
き
を
し
た
。
日
系
労
働
者
の
ス
ト
参
加
者
数
は
明
白
で
は
な
い
が
、
組
合
員
は
千
人
以
上
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
一
方
、
南
加
農
会
連
盟
の
会
員
は
約
一
六
〇
〇
人
と
な
り
、
こ
の
時
期
に
会
員
の
必
要
と
す
る
労
働
力
は
延
べ
三
千
か
ら
四
千
人
で
あ
っ
た
。

日
系
農
民
の
各
地
方
組
織
は
、
二
世
の
若
者
の
集
団
を
収
穫
を
迎
え
る
地
域
に
派
遣
す
る
な
ど
、
組
織
的
に
労
働
力
の
確
保
に
努
め
た
。
工
場

労
働
と
農
業
労
働
の
大
き
な
違
い
の
一
つ
は
、
生
産
物
が
腐
り
や
す
く
、
時
期
を
逸
す
る
と
出
荷
不
可
能
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の

た
め
、
日
系
農
民
は
他
の
地
域
の
日
系
農
民
と
協
力
し
て
、
自
ら
の
労
働
力
も
提
供
す
る
一
方
、
家
族
、
学
校
の
生
徒
、
都
市
の
家
庭
婦
人
を

動
員
し
、
白
人
な
ど
他
の
民
族
集
団
の
失
業
者
と
共
に
収
穫
を
行
っ
た
。
労
働
の
志
願
着
を
各
地
域
に
分
配
す
る
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た

55　（495）



程
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
各
地
方
組
織
は
緊
急
基
金
へ
の
寄
付
を
集
め
南
加
農
会
連
盟
に
納
付
し
た
。
こ
の
基
金
の
約
三
分
の
二
は
「
護
衛
巡
査
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

の
警
備
費
に
当
て
ら
れ
た
と
い
う
。

　
こ
の
よ
う
な
農
民
の
動
き
に
対
抗
し
て
、
労
働
者
は
、
生
産
物
に
よ
っ
て
時
期
の
異
な
る
収
穫
時
を
狙
っ
て
、
順
に
移
動
し
、
ス
ト
破
り
を

排
除
す
る
為
ピ
ケ
を
張
っ
た
。
緊
張
は
高
ま
り
、
警
察
当
局
は
強
硬
措
置
を
と
っ
た
。
組
合
側
に
よ
る
と
、
保
安
官
代
理
、
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル

ス
警
察
の
「
赤
化
防
止
班
」
、
　
ハ
イ
ウ
ェ
イ
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
約
千
五
百
人
の
武
装
し
た
警
官
が
動
員
さ
れ
た
と
い
う
。
例
え
ば
、
ヴ
ェ
ニ
ス

で
は
、
五
十
人
の
警
官
が
、
百
人
の
二
世
が
収
穫
を
手
伝
う
の
を
護
衛
し
た
。
い
く
つ
か
の
衝
突
が
報
告
さ
れ
、
労
働
者
達
は
負
傷
し
、
催
涙

弾
が
投
げ
込
ま
れ
、
多
く
の
逮
捕
者
が
で
た
。
逮
捕
者
の
な
か
に
は
、
加
州
日
本
人
農
園
労
働
者
組
合
の
委
員
長
と
書
記
も
含
ま
れ
て
い
る
。

五
月
二
五
日
に
は
、
ド
ミ
ソ
ゲ
ス
ヒ
ル
で
武
力
衝
突
が
あ
り
、
日
系
農
民
も
銃
を
持
っ
て
参
加
し
、
農
業
労
働
者
組
合
連
盟
の
指
導
者
の
一
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

と
い
わ
れ
る
リ
リ
ア
ン
・
エ
、
ン
ロ
ー
が
逮
捕
さ
れ
た
。

　
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
社
会
全
体
を
巻
き
込
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
日
系
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
主
な
組
織
、
例
え
ば
、

南
加
中
央
日
本
人
会
、
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
日
本
人
会
、
リ
ト
ル
ト
ー
キ
ョ
ー
商
業
会
、
南
加
日
本
人
商
工
会
議
所
、
日
系
ア
メ
リ
カ
人
市
民

同
盟
の
オ
レ
ン
ジ
郡
お
よ
び
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
郡
支
部
な
ど
が
日
系
農
民
を
支
援
し
、
緊
急
基
金
に
寄
付
を
行
っ
た
。
警
察
当
局
、
白
人
農

　
　
⑯

民
の
組
織
及
び
窟
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
の
実
業
界
も
日
系
農
民
の
立
場
を
支
持
し
た
。
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
商
工
会
議
所
は
農
家
協
会
の
ロ
ス
ア

ン
ジ
ェ
ル
ス
支
部
と
強
い
つ
な
が
り
を
も
ち
、
全
面
的
支
援
を
表
明
し
た
。
い
ま
一
つ
の
白
人
農
家
団
体
で
あ
る
フ
ァ
ー
ム
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
支
部
は
南
加
農
会
連
盟
を
訪
問
し
、
有
力
新
聞
の
支
持
を
取
り
付
け
る
約
束
を
し
た
。

　
他
方
、
五
月
に
は
、
ア
メ
リ
カ
労
働
者
総
同
盟
（
A
F
L
）
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
支
部
が
農
業
労
働
者
組
含
連
舎
の
支
持
を
公
に
表
明
し
、
南

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
地
区
の
書
記
長
が
仲
介
の
た
め
農
会
連
盟
を
訪
ね
た
。
日
系
の
労
働
運
動
の
活
動
家
は
、
一
九
三
六
年
五
月
二
六
日
、
公
開

討
論
会
を
開
催
し
た
が
、
こ
の
会
に
は
、
日
本
人
庭
園
業
者
組
合
、
A
F
L
、
日
本
人
農
園
労
働
者
組
合
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
及
び
メ
キ
シ
コ
系
労

働
者
の
代
表
、
市
会
議
員
な
ど
が
参
加
し
た
。
ま
た
、
共
産
主
義
系
の
組
織
、
ア
メ
リ
カ
市
民
的
自
由
連
盟
（
A
C
L
U
）
、
公
共
事
業
労
働
者 56　（496）
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⑬

及
び
失
業
者
組
合
も
労
働
老
の
支
持
を
表
明
し
た
の
で
あ
る
。

　
ス
ト
ラ
イ
キ
の
解
決
の
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
努
力
が
行
わ
れ
た
。
メ
キ
シ
コ
及
び
日
本
領
事
館
も
仲
介
を
か
っ
て
で
た
が
、
不
首
尾
に
終

っ
た
。
五
月
に
は
、
労
働
調
停
官
が
何
度
か
話
し
合
い
の
場
を
設
定
し
た
。
そ
の
結
果
、
最
大
の
問
題
は
組
合
承
認
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

組
合
側
は
、
雇
用
す
る
労
働
者
の
六
〇
％
は
組
合
員
が
望
ま
し
い
と
提
案
し
た
の
に
対
し
、
日
系
農
民
の
代
表
は
そ
の
提
案
を
即
座
に
拒
絶
し

た
の
で
あ
る
。
結
局
、
南
加
農
会
連
盟
と
農
業
労
働
者
組
合
連
盟
と
の
あ
い
だ
で
は
、
な
ん
ら
明
確
な
合
意
に
達
し
な
い
ま
ま
、
一
九
三
六
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
収
穫
の
季
節
は
終
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
注
目
す
べ
き
事
実
は
、
南
加
農
会
連
盟
が
単
独
行
動
を
慎
む
よ
う
に
何
度
も
警
告
を
出
し
た

に
も
関
わ
ら
ず
、
同
年
五
月
ご
ろ
か
ら
各
農
家
が
、
個
々
に
契
約
を
交
わ
し
た
と
す
る
報
道
が
目
立
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
五
月
に
は
七
〇

名
、
六
月
に
は
百
名
、
七
月
に
は
三
八
五
名
の
農
家
が
組
合
員
を
六
〇
％
雇
用
し
、
賃
金
を
二
七
・
五
％
か
ら
三
〇
％
上
げ
る
旨
の
契
約
を
交

　
　
　
　
　
　
　
⑳

わ
し
た
と
い
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
一
九
三
七
年
四
月
に
、
南
加
中
央
日
本
人
会
と
労
働
者
の
代
表
と
の
間
で
、
時
給
三
五
セ
ン
ト
と
組
合
承
認

を
盛
り
込
ん
だ
新
規
の
一
年
契
約
が
結
ば
れ
た
。
し
か
し
、
一
九
三
八
年
に
は
、
再
度
、
農
家
協
会
の
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
支
部
が
日
系
農
民

と
C
U
C
O
M
と
の
閲
の
交
渉
の
伸
介
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
な
ど
、
第
二
次
世
界
大
戦
に
至
る
ま
で
、
日
系
農
場
に
お
け
る
労
働
不

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

安
は
続
い
た
の
で
あ
る
。

①
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一九三六年ロスアンジェルス・セロリ・ストライキと日系農業コミュニティ（松本）

三
農
業
労
働
者
と
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ユ
ニ
オ
ン

　
一
九
三
三
年
及
び
一
九
三
六
年
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
第
一
に
、
農
業
労
働
者
が
自
ら
の
組
織
を
強
化
し
よ
う
と
し
た
試
み
と
し
て
捉
え
る
こ

と
が
出
来
る
。
二
十
世
紀
初
頭
以
来
、
急
進
的
活
動
家
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
農
業
労
働
者
の
組
織
化
を
試
み
て
き
た
が
、
困
難
な
闘
い
を
強

　
　
　
　
　
①

い
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
一
九
三
〇
年
代
、
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
地
域
の
メ
キ
シ
コ
系
及
び
フ
ィ
リ
ピ
ン
系
農
業
労
働
者
は
地
域
と
エ
ス
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

シ
テ
ィ
に
根
ざ
し
た
自
ら
の
組
織
、
す
な
わ
ち
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ユ
ニ
オ
ン
を
発
展
さ
せ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
エ
ル
モ
ン
テ
・
ス
ト
ラ
イ
キ
直

後
に
結
成
さ
れ
た
C
U
C
O
M
は
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
郡
の
日
系
農
民
と
の
交
渉
を
主
導
し
、
一
九
三
六
年
の
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
・
ス
ト
ラ

イ
キ
に
お
い
て
も
外
部
か
ら
の
活
動
家
の
指
導
は
あ
っ
た
も
の
の
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
系
、
及
び
日
系
の
各
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ユ
ニ
オ
ン
を
連
合
し
、

中
心
グ
ル
ー
プ
と
し
て
ス
ト
ラ
イ
キ
を
闘
っ
た
。
一
九
三
三
年
の
ス
ト
ラ
イ
キ
時
と
比
較
す
る
と
、
一
九
三
六
年
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
お
い
て
各

エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ユ
ニ
オ
ン
の
連
合
と
い
う
形
が
よ
り
明
確
に
出
さ
れ
、
し
か
も
労
働
者
た
ち
は
組
合
承
認
を
よ
り
強
く
要
求
し
た
。
こ
の
こ
と

は
、
各
組
合
の
基
盤
が
強
固
に
な
り
、
し
か
も
、
自
ら
の
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
を
維
持
し
た
ま
ま
他
の
民
族
集
団
の
労
働
者
達
と
連
帯
す
る
こ
と
に

一
時
的
に
せ
よ
成
功
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
動
き
を
背
景
と
し
て
、
A
F
L
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
支

部
は
一
九
三
七
年
以
降
メ
キ
シ
コ
及
び
フ
ィ
リ
ピ
ン
系
の
組
合
へ
接
近
を
計
っ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
郡
の
日
系
農
業
労
働
者
に
と
っ
て
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
は
よ
り
複
雑
に
関
わ
っ
て
い
た
。
彼
ら
の
多
く
は
日
系

農
民
に
雇
用
さ
れ
て
い
た
た
め
、
経
済
的
利
害
と
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
一
員
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
の
聞
で
、
日
系
労
働
者
は
揺

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
一
九
三
五
年
の
加
州
日
本
人
農
園
労
働
者
組
合
の
成
立
は
、
階
級
縦
断
的
な
民
族
的
団
結
を
基
礎
と
し
た
社

会
福
祉
組
織
で
は
農
業
労
働
者
の
問
題
を
解
決
で
き
な
い
こ
と
を
、
一
部
労
働
者
が
自
覚
し
た
結
果
と
い
え
よ
う
。
一
世
の
労
働
者
の
高
齢
化
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問
題
に
加
え
て
、
大
恐
慌
の
な
か
で
職
を
よ
り
安
い
メ
キ
シ
コ
系
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
系
の
労
働
者
に
奪
わ
れ
た
り
、
借
地
代
を
払
い
き
れ
な
い
農

民
な
ど
、
失
業
者
が
増
加
し
て
い
る
状
況
を
反
映
し
て
、
こ
の
組
合
は
、
集
団
交
渉
に
よ
っ
て
、
最
低
生
活
に
必
要
な
賃
金
、
失
業
者
の
保
険
、

及
び
高
齢
老
へ
の
援
助
を
勝
ち
と
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
就
職
斡
旋
、
高
齢
労
働
者
の
た
め
の
社
会
福
祉
事
務
所
の
機
能
を
果
た
そ
う
と
し
た

　
　
　
③

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
組
合
の
成
立
は
、
日
系
農
業
労
働
者
が
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
よ
り
経
済
的
利
害
を
優
先
し
た
こ
と
を
意
味
し
た
わ
け
で
は

な
か
っ
た
。
組
合
の
側
も
、
一
九
三
六
年
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
初
期
段
階
で
は
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
を
重
視
し
、
そ
の
枠
内
で
行
動
し
よ
う
と
試
み

た
の
で
あ
る
。
時
給
三
〇
セ
ン
ト
と
他
の
組
合
の
要
求
よ
り
も
幾
分
安
い
要
求
を
し
、
「
外
人
」
（
メ
キ
シ
コ
系
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
系
を
指
す
）
の
要
求

と
自
分
達
の
要
求
と
は
異
な
る
と
主
張
し
た
。
さ
ら
に
、
「
農
園
労
働
者
組
合
連
盟
加
入
は
、
日
本
人
と
し
て
誠
意
を
示
し
、
又
耕
作
者
側
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

誠
意
を
信
じ
て
、
差
し
控
え
る
」
と
、
単
独
で
交
渉
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
南
加
農
会
連
盟
の
加
藤
新
一
支
配
人
に
よ
る
ス
ト
指
導
者
へ
の
一
九
三
六
年
の
呼
び
か
け
も
、
民
族
的
団
結
を
な
に
よ
り
も
優
先
す
べ
き
で

あ
る
と
い
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
指
導
者
の
立
場
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
。
「
も
し
日
本
人
同
志
と
い
ふ
誠
意
が
あ
る
な
ら
ば
、
君
達
少
数
の
人
々

が
他
人
種
過
激
主
義
者
と
手
を
繋
ぎ
、
墨
人
や
比
島
人
を
煽
動
し
て
β
本
人
農
家
の
み
を
苦
し
め
る
や
う
な
非
民
族
的
行
為
は
よ
し
、
今
直
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

に
こ
の
争
議
か
ら
手
を
引
き
、
真
の
誠
意
を
披
涯
す
べ
き
で
あ
ら
う
」
、
と
。
し
か
し
な
が
ら
、
交
渉
の
経
過
は
、
民
族
的
団
結
に
よ
っ
て
同
一

民
族
内
の
経
済
的
利
害
対
立
を
和
ら
げ
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
を
明
か
に
し
た
。
南
加
農
会
連
盟
は
、
民
族
的
団
結
を
呼
び
か
け
る
一
方
、

「
ま
つ
日
本
人
同
志
と
い
ふ
名
目
の
も
と
に
労
働
者
団
体
を
認
め
さ
し
め
、
さ
ら
に
各
人
種
と
全
般
的
交
渉
を
せ
し
め
ん
と
計
画
せ
る
も
の
に

外
な
ら
ぬ
」
と
組
合
活
動
に
対
し
て
は
強
硬
な
態
度
を
崩
さ
な
か
っ
た
。
実
際
に
、
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の
締
め
付
け
ば
厳
し
か
っ
た
。
例

え
ば
、
『
羅
府
新
報
』
は
、
農
業
労
働
者
の
宿
泊
す
る
リ
ト
ル
ト
ー
キ
ョ
ー
の
下
宿
屋
間
で
急
進
主
義
と
関
わ
る
と
み
ら
れ
る
も
の
に
は
下
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

人
と
し
て
の
信
用
貸
し
を
し
な
い
と
い
う
取
り
決
め
を
結
ん
で
い
た
、
と
報
道
し
て
い
る
。
四
月
末
に
は
、
南
加
農
会
遮
盟
は
ス
ト
ラ
イ
キ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

参
加
し
て
い
る
人
々
を
、
日
系
労
働
者
を
代
表
し
な
い
過
激
主
義
者
と
し
て
「
同
胞
社
会
の
公
敵
」
と
非
難
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
三
〇
年
代
の
日
本
に
お
け
る
愛
国
主
義
の
高
ま
り
を
忠
実
に
反
映
し
て
い
る
日
系
社
会
に
お
い
て
、
「
同
胞
の
敵
」
、
「
非
民
族
的
行
為
」
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一九三六年ロスアンジ＝ルス・セβリ・ストライキと日系農業コミュニティ（松本）

と
い
う
言
葉
は
大
き
な
圧
力
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
加
州
日
本
人
農
園
労
働
者
組
合
の
書
記
長
は
、
日
系
農
民
の
非

妥
協
的
態
度
が
他
の
民
族
集
団
と
の
連
帯
を
さ
せ
た
と
述
べ
て
い
る
。
「
…
…
我
々
は
同
じ
日
本
人
同
志
の
こ
と
と
て
従
来
白
人
労
働
組
合
側

の
共
同
戦
線
申
し
込
み
を
断
っ
て
き
た
も
の
の
、
農
家
側
が
協
調
さ
れ
な
い
の
で
、
こ
の
上
は
や
む
な
く
他
人
種
労
働
組
合
と
共
同
し
て
交
渉

に
移
る
べ
き
旨
を
請
願
し
た
の
に
対
し
て
も
回
答
な
く
、
遂
に
米
国
農
園
労
働
者
組
合
連
盟
側
の
乞
い
に
応
じ
羅
府
郡
内
農
園
労
働
賃
金
値
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

げ
交
渉
委
員
会
に
幹
部
中
よ
り
呼
名
の
日
系
市
民
を
代
表
老
に
選
ん
で
送
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
、
と
。
結
果
と
し
て
、
一
九
三
六
年
の
ス

ト
ラ
イ
キ
は
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
を
基
礎
と
し
た
階
級
縦
断
的
団
結
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の
経
済
的
利
害
の
対
立
を
克
服
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を

明
か
に
し
た
。
従
来
の
研
究
が
日
系
コ
、
・
・
ユ
ニ
テ
ィ
の
団
結
を
強
調
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
日
系
労
働
者
の

利
害
と
指
導
老
の
主
張
と
が
鋭
く
対
立
し
、
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
部
に
階
級
に
よ
る
亀
裂
が
起
こ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た

し
か
に
、
積
極
的
に
ス
ト
ラ
イ
キ
に
参
加
し
た
日
系
農
業
労
働
者
は
少
数
派
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
モ
デ
ル
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
指
導
者
の

視
点
か
ら
み
る
な
ら
ば
、
少
数
派
に
対
す
る
強
い
圧
力
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
は
、
「
強
い
経
済
的
動
機
に
裏
打
さ
れ
た
日
系

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
団
結
の
証
し
」
と
ま
と
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
少
数
の
急
進
主
義
活
動
家
だ
け
で
は
な
く
、
加
州
日
本
人
農

園
労
働
者
組
舎
と
し
て
一
般
労
働
者
が
参
加
し
て
い
た
事
実
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
指
導
者
だ
け
で
は
な
く
日
系
人
全
体
の
視
点
に
た
つ
な

ら
ば
、
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
経
過
を
罠
族
的
団
結
の
証
し
と
し
て
ま
と
め
る
た
め
に
は
、
あ
ま
り
に
も
多
く
の
人
々
の
活
動
を
切
り
捨
て
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
日
系
コ
、
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の
階
層
分
化
は
、
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
の
庭
園
業
老
の
ス
ト
ラ
イ
キ
支
持
の
表
明
に
も
明
か
で
あ
る
。
市
の
日
系
人

有
業
人
口
の
三
〇
％
近
く
を
占
め
る
庭
園
業
者
の
指
導
老
達
は
、
明
確
に
農
業
労
働
者
を
支
持
し
た
。
ハ
リ
ウ
ッ
ド
碍
本
人
庭
園
組
合
の
指
導

者
の
一
人
で
あ
る
南
雲
正
次
は
、
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
小
作
人
と
労
働
者
と
い
う
「
労
働
者
同
志
の
対
立
」
と
と
ら
え
、
「
主
義
者
の
煽
動
」

で
は
な
一
・
臭
素
権
を
嚢
す
る
と
い
ふ
意
義
の
下
に
起
こ
し
て
い
る
争
議
し
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
輪
日
系
庭
園
薯
の
ス
ト
ラ
イ
キ

支
持
を
分
析
し
た
ッ
チ
ダ
（
儲
。
喜
饗
↓
。
。
き
三
畠
ρ
）
は
、
庭
園
業
者
の
多
く
が
農
業
労
働
者
出
身
で
土
地
を
も
て
ず
に
庭
園
業
に
転
じ
た
も
の
が
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⑪

多
い
と
い
う
背
景
を
、
労
働
者
支
持
の
一
因
と
し
て
指
摘
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
た
だ
し
、
日
系
農
業
労
働
者
と
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
他
の
階
層
と
の
対
立
は
、
日
系
農
業
労
働
者
が
日
系
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
を
捨
て
て
労
働
運
動
に
参
加
す
る
契
機
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
日
系
農
業
労
働
者
も
、
あ
く
ま
で
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ユ
ニ
ナ
ン
を
核
と
し
て
自

ら
の
立
場
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
C
U
C
O
M
や
加
州
日
本
人
農
園
労
働
者
組
合
な
ど
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ユ
ニ
オ
ン
の
成
長

と
活
動
は
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
お
け
る
農
業
労
働
者
の
運
動
の
基
礎
を
提
供
し
た
事
を
示
し
て
い
る
。
農
業
労
働
者
と
し

て
エ
ユ
ー
デ
ィ
ー
ル
の
枠
組
か
ら
は
ず
さ
れ
、
少
数
派
民
族
集
団
と
し
て
主
流
社
会
か
ら
孤
立
し
た
労
働
者
た
ち
は
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
紐
帯

を
基
礎
に
自
ら
の
生
活
基
盤
の
確
保
を
訴
え
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
労
働
者
層
に
お
け
る
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
絆
が
労
働
運
動
の
拡
大
を
阻
害
す
る
要
因
と
な
り
う
る
こ
と
は
、
既
に
多
く
論
じ
ら
れ

て
い
る
。
事
実
、
日
系
労
働
者
の
場
合
、
二
十
世
紀
初
頭
の
オ
ク
ス
ナ
ー
ド
に
お
け
る
メ
キ
シ
コ
系
農
業
労
働
者
と
の
連
帯
の
有
名
な
例
が
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
一
九
三
〇
年
代
ま
で
総
じ
て
組
合
の
組
織
率
が
低
く
、
他
の
民
族
集
団
と
の
連
帯
に
成
功
し
て
い
た
と
は
い
え
な
い
と
日

系
の
労
働
運
動
の
指
導
老
た
ち
は
報
告
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
『
労
働
新
聞
』
は
一
世
の
日
本
人
労
働
者
の
「
排
外
的
民
族
主
義
」

　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

が
強
い
こ
と
を
批
判
し
、
カ
ー
ル
米
田
も
、
日
本
人
労
働
者
の
組
合
組
織
率
が
低
い
理
由
の
一
つ
に
、
強
い
愛
国
主
義
（
米
田
は
「
大
和
魂
」
と

言
及
し
て
い
る
）
の
為
メ
キ
シ
コ
系
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
系
及
び
他
の
少
数
派
の
労
働
者
に
「
誤
っ
た
優
越
感
」
を
日
本
人
労
働
老
が
も
っ
て
い
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
⑬

と
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九
三
〇
年
代
の
長
引
く
不
況
は
、
一
時
的
な
民
族
間
の
協
力
を
可
能
に
し
た
。
一
九
三
六
年
の
ス

ト
ラ
イ
キ
に
お
け
る
エ
ス
ニ
ヅ
ク
・
ユ
ニ
オ
ン
の
連
盟
は
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
を
基
礎
と
し
た
組
織
の
自
律
性
が
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
持
続
さ
せ
る

た
め
の
強
力
な
基
盤
と
な
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
①
二
十
世
紀
初
頭
に
は
、
い
≦
．
≦
■
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
農
業
労
働
者
の
組
　
　
℃
．
醤
”
Ω
蚕
二
＄
じ
ロ
．
Q
Q
℃
9
巳
α
ぎ
α
q
㌧
．
．
月
剛
峯
と
①
ゑ
。
塁
Q
α
霞
貯
o
p
け
匡
呂
。
簿
ρ

　
　
織
化
を
試
み
て
い
る
。
…
鵠
母
蔓
ω
。
ヲ
く
母
け
F
的
ミ
防
§
ミ
壽
臓
ミ
ト
き
ミ
焼
ミ
ぎ
　
　
　
　
　
O
巴
隷
霞
三
ρ
・
．
い
8
ミ
零
ミ
ミ
留
鼠
ミ
沁
§
黛
§
♂
＜
。
一
」
。
。
、
属
9
①
（
甘
ξ
1

　
　
9
§
ぐ
。
織
的
ミ
鷺
い
ε
画
罫
留
ぐ
・
鼠
騒
軸
沁
爵
諾
9
§
8
ミ
喚
ミ
唱
ぎ
券
①
晩
ω
§
肉
き
餅
　
　
　
　
　
〉
孟
二
お
○
。
鼻
）
や
禦
O
・

　
　
壽
鷺
ミ
ミ
恥
ミ
ミ
恥
」
砧
ミ
さ
恥
ミ
、
δ
§
ミ
執
§
（
ツ
『
．
＜
．
”
O
O
一
篇
ヨ
げ
一
画
α
・
勺
こ
一
り
軽
窃
）
　

②
フ
ィ
リ
ピ
ン
系
労
働
者
の
労
働
運
動
に
関
し
て
は
以
下
を
参
照
。
＝
9
毒
a
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ヨ
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8
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ρ
帥
一
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巴
ρ
霜
8
騎
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§
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笥
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§
ミ
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§
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尋
鼠
ミ
（
い
．
〉
鱒
q
6
ト
》
‘
一
り
謡
）
”
。
一
綬
●

　
今
回
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
日
系
農
民
の
み
を
相
手
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
ヴ
ェ
ニ
ス
の
、
・
・
ス
マ
ー
ラ
ン
チ
の
よ
う
に
、
白
墨
地
主
が
日
本
人
農

家
十
数
名
を
率
い
て
組
合
承
認
を
す
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、
概
ね
日
系
人
農
家
が
雇
用
者
と
し
て
前
面
に
た
ち
、
日
系
農
民
の
団
体
の
幹
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

が
白
人
地
主
に
説
明
し
、
了
解
を
得
る
と
い
う
形
を
と
っ
て
い
た
。
し
か
し
白
人
農
民
の
組
織
は
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
全
面
的
に
関
与
し
た
の

で
あ
る
。
一
九
三
六
年
四
月
、
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
・
ス
ト
ラ
イ
キ
の
勃
発
と
相
前
後
し
て
、
農
家
協
会
の
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
支
部
が
労
働

争
議
に
よ
り
強
力
に
対
抗
す
る
た
め
に
再
編
成
さ
れ
た
。
ス
ト
ラ
イ
キ
勃
発
と
同
時
に
、
彼
ら
は
日
系
農
民
と
労
働
者
と
の
紛
争
に
介
入
す
る

こ
と
を
「
ア
メ
リ
カ
罠
主
主
義
の
擁
護
」
と
し
て
正
当
化
し
、
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
商
工
会
議
所
は
市
長
と
警
察
当
局
に
対
し
て
日
系
農
民
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

保
護
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
彼
ら
は
、
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
共
産
主
義
者
の
煽
動
と
決
め
つ
け
、
自
警
行
為
の
必
要
性
を
説
い
た
の
で
あ
る
。

　
白
人
農
民
と
実
業
界
の
真
の
目
的
は
、
雇
用
者
側
が
賃
金
を
決
め
る
権
利
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
り
、
日
系
農
民
に
組
合
を
認
め
さ
せ
な
い
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こ
と
だ
っ
た
。
一
九
三
六
年
の
農
家
協
会
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
支
部
事
務
局
長
の
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
警
察
宛
の
手
紙
は
、
白
人
農
業
団
体
が

介
入
す
る
真
の
目
的
が
組
合
承
認
阻
止
で
あ
り
、
警
察
を
代
表
と
す
る
法
的
統
制
機
関
と
強
い
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
如
実
に
伝
え
て
い

③る
。
な
に
よ
り
も
組
合
承
認
を
限
止
す
る
と
い
う
白
人
農
民
の
目
的
は
、
日
系
農
民
の
意
向
と
一
致
し
て
い
た
。
供
給
過
剰
の
市
場
で
は
、
資

本
の
少
な
い
中
小
農
家
が
、
最
も
労
働
賃
金
の
引
き
上
げ
に
影
響
を
受
け
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
う
え
、
小
農
に
と
っ
て
、
ス
ト
ラ
イ
キ
は
一

年
の
全
収
入
の
損
失
に
な
り
か
ね
な
い
の
で
、
日
系
農
民
も
、
は
じ
め
の
う
ち
は
、
組
合
承
認
に
は
断
固
と
し
た
態
度
を
と
る
方
針
を
た
て
て

い
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
白
人
農
民
の
積
極
的
介
入
は
、
人
種
の
違
い
を
越
え
た
、
利
害
の
一
致
に
基
づ
く
連
帯
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う

か
。
一
九
二
〇
年
代
に
は
、
揖
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
で
は
、
白
人
農
罠
の
組
織
が
排
日
運
動
を
主
導
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ロ
ス
ア
ン

ジ
ェ
ル
ス
の
フ
ァ
ー
ム
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
、
一
九
二
光
年
に
、
農
業
用
の
土
地
だ
け
で
は
な
く
、
全
て
の
土
地
に
対
す
る
所
有
或
は
借
用
の
権

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

利
を
日
本
人
に
対
し
て
禁
止
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
一
九
三
〇
年
代
に
入
っ
て
も
、
排
除
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

い
。
例
え
ば
、
一
九
三
五
年
に
は
、
日
系
農
業
を
完
全
に
禁
止
し
よ
う
と
す
る
法
案
が
州
議
会
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
歴
史
的
背

景
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
従
来
の
研
究
の
よ
う
に
、
白
人
農
民
と
日
系
農
民
の
「
利
害
が
一
致
し
て
い
た
」
、
或
は
「
こ
の
地
域
の
白
人
経
済

権
力
機
構
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
い
る
最
も
有
力
な
武
器
に
日
系
農
民
は
頼
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
論
ず
る
こ
と
は
、
白
人
社
会
と
の
力
関
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

を
不
明
確
な
も
の
に
し
て
い
る
。

　
確
か
に
、
一
九
三
〇
年
代
の
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
白
人
農
民
と
実
業
界
は
、
日
系
人
に
対
し
て
排
除
の
論
理
の
み
を
ふ
り
か
ざ
し
て
い
た

わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
農
家
協
会
の
会
合
に
は
、
日
系
農
民
の
組
織
か
ら
三
人
の
代
表
が
出
席
し
た
。
農
家
協
会
は
そ
の
代
表
を
通

じ
て
日
系
農
民
に
対
す
る
発
言
力
を
強
化
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
農
家
協
会
の
メ
モ
に
は
次
の
よ
う
な
発
言
が
残
っ
て
い
る
。
「
加
藤
氏

（
南
加
農
会
連
盟
支
配
人
）
は
、
農
家
協
会
の
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
郡
支
部
の
情
報
と
助
言
に
よ
り
行
動
し
、
モ
ン
ロ
ゥ
婦
人
の
共
産
主
義
活
動
の

　
　
　
　
　
　
　
⑦

過
去
を
明
か
に
し
た
」
、
と
。
し
か
し
、
白
人
農
民
の
組
織
は
、
彼
ら
の
組
織
へ
の
日
系
農
民
の
指
導
者
の
参
加
を
認
め
る
一
方
で
、
さ
ま
ざ
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ま
な
圧
力
を
日
系
農
民
に
加
え
た
。
例
え
ば
、
ス
ト
ラ
イ
キ
が
始
ま
る
前
の
一
九
三
五
年
の
段
階
で
、
フ
ァ
ー
ム
・
ビ
ュ
ー
ロ
ー
は
C
U
C
O

M
と
の
交
渉
を
打
ち
切
る
よ
う
に
要
請
し
て
き
た
。
『
加
州
毎
日
』
に
よ
る
と
、
あ
る
有
力
な
白
人
農
民
は
、
も
し
日
系
農
民
が
交
渉
を
続
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

る
な
ら
ば
、
将
来
の
援
助
は
し
な
い
と
警
告
し
た
と
い
う
。
農
家
協
会
の
あ
る
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
支
部
会
員
は
「
日
系
農
民
に
問
題
を
起
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
に
は
よ
く
監
視
す
る
必
要
が
あ
る
。
…
…
わ
た
し
は
、
ア
メ
リ
カ
人
側
か
ら
圧
力
を
か
け
る
の
に
忙
し
か
っ
た
」
と
証

言
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
マ
ッ
ク
ゥ
ィ
リ
ア
ム
ス
は
、
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
・
ス
ト
ラ
イ
キ
に
関
し
て
、
「
多
く
の
農
民
が
国
忌
の
承
認
を
望
ん
で
い
た
に
も
関
わ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ず
、
州
の
大
農
の
組
織
が
圧
力
を
か
け
て
妨
害
し
た
と
い
う
点
に
お
い
て
、
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
重
要
な
意
味
を
も
つ
」
と
論
じ
て
い
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
白
人
農
民
と
日
系
農
民
と
の
関
係
は
、
大
農
と
小
農
の
力
関
係
だ
け
で
は
な
い
。
日
系
農
民
は
、
少
数
派
民
族
集
団
ゆ
え
に
、

よ
り
強
い
圧
力
を
感
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
九
二
〇
年
代
の
排
日
運
動
と
土
地
法
の
成
立
は
日
系
農
民
の
立
場
を
不
安
定
な
も
の
に
し
て
い

た
。
排
日
土
地
法
を
回
避
す
る
た
め
に
、
し
ば
し
ば
白
人
土
地
所
有
者
と
日
系
農
民
は
言
葉
に
よ
る
契
約
を
か
わ
し
て
い
た
。
日
系
人
は
、
収

穫
の
一
部
を
収
入
と
す
る
支
配
人
と
な
っ
た
り
、
農
業
労
働
者
と
し
て
契
約
を
か
わ
し
、
収
益
の
何
パ
ー
セ
ン
ト
か
を
得
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な

方
法
を
講
じ
た
。
あ
る
例
で
は
、
白
人
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
が
土
地
所
有
者
か
ら
土
地
を
借
り
、
日
系
農
民
の
間
に
分
割
し
て
、
エ
ー
カ
ー
当
り

二
・
五
ド
ル
の
手
数
料
を
と
っ
て
い
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
日
系
農
民
の
立
場
は
不
安
定
で
、
契
約
は
短
期
間
で
自
由
裁
量
の
部
分
が
多
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

あ
り
、
口
頭
で
の
契
約
の
た
め
常
に
追
い
立
て
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
白
人
農
民
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
排
日
土
地
法
と
そ
の
結

果
と
し
て
の
日
系
農
民
の
不
安
定
な
立
場
は
、
日
系
農
民
に
圧
力
を
か
け
る
強
い
武
器
と
な
っ
た
。
マ
ッ
ク
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
は
次
の
よ
う
に
観

察
し
て
い
る
。
「
問
題
は
、
誰
が
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
最
も
豊
か
な
郡
（
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
）
に
お
い
て
、
州
で
最
低
の
時
給
二
二
・
五
セ

ン
ト
の
賃
金
を
労
働
者
に
払
う
よ
う
に
日
本
人
生
産
者
に
強
く
求
め
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
明
か
に
、
問
題
の
利
害
関
係
者
は
、
外
人
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

地
法
か
ら
の
保
護
を
日
本
人
に
確
約
で
き
る
ほ
ど
の
力
を
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
」
、
と
。
事
実
、
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
・
ス
ト
ラ
イ
キ
の
収

拾
の
目
途
が
つ
か
ず
に
七
月
を
迎
え
た
時
、
郡
検
事
会
議
が
外
人
土
地
法
の
励
行
決
議
案
を
町
議
会
に
上
程
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
ド
ミ
ン
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⑬

ゲ
ス
ヒ
ル
で
は
、
白
人
の
土
地
所
有
者
が
、
も
し
日
系
農
民
が
組
合
を
認
め
れ
ば
、
立
ち
退
い
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
と
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
白
人
農
民
と
警
察
当
局
に
よ
る
援
助
は
、
実
際
は
、
日
系
農
民
に
対
す
る
圧
力
と
支
配
の
試
み
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
た

し
か
に
、
、
従
来
の
研
究
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
日
系
農
業
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
農
業
構
造
に
お
い
て
、
そ
の
生
産
物
な
ど
か
ら
み
て
も

白
人
農
業
の
競
争
相
手
と
い
う
よ
り
補
完
的
立
場
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
競
争
関
係
が
希
薄
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
両
者
の
間
の
摩
擦
が
回

避
さ
れ
た
り
、
協
力
関
係
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
農
業
労
働
者
を
必
要
と
す
る
農
家
と
し
て
、
あ
る
い
は
生
産
物
の
流
通
、
加
工
者
、

さ
ら
に
は
土
地
所
有
者
と
し
て
、
日
系
農
場
に
お
け
る
労
働
問
題
は
直
接
白
人
社
会
と
関
わ
っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
白
人
農
民
の
組
織
は
、

圧
力
を
か
け
る
手
段
と
し
て
、
人
種
を
理
由
に
排
除
す
る
論
理
を
使
用
し
、
不
安
定
な
立
場
に
あ
る
日
系
農
民
に
対
し
て
経
済
的
及
び
社
会
的

支
配
力
を
強
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
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〉
鵯
8
巳
庁
舞
①
8
H
㊤
無
．
．
旨
画
ミ
｝
§
N
ミ
肉
6
§
§
§
ミ
無
。
知
り
く
。
炉
×
出
自
く
昌
H

客
。
」
「
（
竃
ρ
「
O
ぴ
噂
　
一
㊤
刈
G
Q
）
℃
や
ト
。
這
－
悼
5
。
O
…
ケ
ア
リ
ー
・
マ
ッ
ク
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ

著
、
鈴
木
二
郎
．
小
野
瀬
勇
奮
共
訳
『
ア
メ
リ
カ
の
人
種
的
偏
見
』
（
新
泉
社
、

一
九
七
〇
年
）
九
〇
頁
、
藤
非
整
『
N
R
A
の
米
國
陳
（
加
州
毎
日
、
　
一
九
三
四

年
）
三
一
〇
、
三
三
一
青
ハ
。

⑫
蜜
。
乏
野
毛
ヨ
ρ
愚
．
ミ
‘
署
e
卜
。
心
。
。
歯
海
P

⑬
9
9
二
①
ω
b
」
．
ω
嚇
巳
島
ぎ
σ
q
、
、
、
6
9
ヨ
。
惹
。
§
ω
け
三
（
。
馨
同
一
竃
。
艮
ρ

　
O
p
一
ζ
o
ヨ
貯
．
、
的
。
職
ミ
鍾
ミ
ミ
象
亀
ミ
葡
題
馬
勘
§
鋭
く
。
一
■
一
〇
。
㌧
窯
9
①
（
甘
芝
一

　
ン
‘
σ
q
；
H
の
◇
。
鼻
）
℃
℃
．
㎝
刈
の
1
帆
O
Q
O
い
『
羅
府
新
報
』
　
一
九
三
六
・
七
・
一
、
七
・
一
～
二
、

　
九
・
一
二
。

五
　
日
系
農
民
と
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
・
セ
ロ
リ
・
ス
ト
ラ
イ
キ

　
こ
の
よ
う
に
、
労
働
者
と
白
人
農
民
に
は
さ
ま
れ
て
、
日
系
農
民
は
ど
の
よ
う
な
立
場
を
と
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
三
六
年
の
ロ
ス
ア

ン
ジ
ェ
ル
ス
郡
の
日
系
農
場
を
対
象
と
し
た
農
業
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
大
資
本
と
労
働
者
の
争
い
で
は
な
く
、
小
農
と
労
働
者
と
の
争
い
で
あ
る

と
日
系
農
民
は
主
張
し
た
。
日
系
新
聞
の
『
羅
府
新
報
瓢
も
『
加
州
毎
日
』
も
、
日
系
農
民
の
ほ
と
ん
ど
は
雇
用
者
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
資
本

家
で
は
な
く
、
家
族
全
員
で
朝
か
ら
夜
遅
く
ま
で
働
い
て
や
っ
と
生
計
が
立
っ
て
い
る
労
働
者
で
あ
る
と
論
じ
、
一
八
％
の
日
系
農
家
は
負
債

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

を
負
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
た
と
え
労
働
者
と
変
ら
ぬ
状
況
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
日
系
農
民
が
労
働

者
の
立
場
を
理
解
し
た
と
い
う
意
味
で
は
な
か
っ
た
。
「
農
家
も
労
働
者
も
共
に
苦
境
に
は
あ
り
ま
す
が
、
失
業
す
れ
ば
W
P
A
の
補
助
を
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

け
る
労
働
者
の
方
が
農
家
に
比
し
て
余
程
楽
な
立
場
に
あ
る
と
思
い
ま
す
」
と
い
う
よ
う
に
、
土
地
を
生
活
の
基
盤
と
す
る
農
民
は
労
働
者
と

は
一
線
を
画
し
、
自
ら
の
利
害
を
守
る
こ
と
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
資
本
の
少
な
い
小
農
と
し
て
、
更
に
少
数
派
民
族
集

団
の
農
民
と
し
て
、
日
系
農
民
は
な
に
よ
り
も
日
系
人
と
し
て
の
団
結
に
目
を
向
け
た
。
労
働
者
の
待
遇
問
題
に
関
し
て
も
、
先
に
述
べ
た
ロ

ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
郡
救
済
委
員
会
の
報
告
が
「
問
題
は
、
平
均
し
て
、
日
系
農
民
が
他
の
耕
作
者
よ
り
も
（
メ
キ
シ
コ
系
労
働
者
に
対
し
て
）
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

厳
し
い
条
件
と
低
い
賃
金
を
設
定
し
た
こ
と
に
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
日
系
農
民
が
、
集
団
と
し
て
、
他
の
少
数
派
集
団
の
労
働

者
の
労
働
条
件
を
む
し
ろ
悪
化
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
農
業
労
働
者
達
が
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
対
象
と
し
て
、
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
郡
の
全
日

系
農
民
の
み
を
対
象
と
し
た
事
実
が
、
日
系
農
民
の
利
害
の
共
通
性
と
団
結
を
物
語
っ
て
い
る
。
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エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
を
基
礎
と
し
た
団
結
を
背
景
に
、
当
初
は
自
誓
農
民
が
期
待
し
た
よ
う
に
、
日
系
農
民
は
強
硬
に
組
合
の
承
認
を
拒
否
し
た
。

一
九
三
六
年
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
勃
発
し
た
時
、
南
加
農
会
連
盟
の
指
導
の
も
と
に
各
地
に
農
民
の
組
織
の
代
表
が
集
ま
り
、
組
合
拒
否
の
姿
勢

を
貫
く
こ
と
を
決
議
し
た
。
南
加
農
会
連
盟
の
加
藤
新
一
支
配
人
は
、
農
民
達
が
戦
い
続
け
れ
ば
、
必
ず
組
合
を
潰
す
こ
と
が
で
き
る
と
繰
り

返
し
彼
ら
に
保
証
し
た
の
で
あ
る
。
日
系
新
聞
に
よ
る
と
、
臼
系
農
民
は
組
舎
に
対
す
る
極
め
て
素
朴
な
恐
怖
心
を
も
っ
て
い
た
。
　
一
旦
組
合

を
認
め
れ
ば
、
農
民
は
完
全
に
組
合
の
支
配
下
に
お
か
れ
、
理
不
尽
な
要
求
に
よ
っ
て
農
業
が
続
け
ら
れ
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
っ
た
投
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

が
多
数
掲
載
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
と
り
わ
け
、
「
青
年
義
勇
団
」
を
結
成
し
た
各
地
域
の
二
世
の
組
織
は
積
極
的
で
あ
っ
た
。
　
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
郡
に
お
い
て
は
、
二
世
人

口
は
一
九
三
〇
年
に
お
い
て
一
五
三
一
〇
人
で
あ
り
、
一
世
の
一
五
八
四
〇
人
と
ほ
ぼ
同
数
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
世
人
口
の
う
ち

一
四
三
一
〇
人
は
二
〇
才
以
下
で
あ
り
、
二
世
の
政
治
的
な
発
言
が
よ
う
や
く
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
そ
の
声
は
ま
だ
小
さ
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
で
は
、
よ
う
や
く
日
系
市
民
協
会
の
支
部
の
会
員
数
が
二
百
人
内
外
に
達
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
ス
ト

ラ
イ
キ
に
関
し
て
は
、
各
地
域
で
「
青
年
義
勇
団
」
な
ど
と
名
付
け
ら
れ
た
、
日
系
農
民
を
援
助
す
る
二
世
の
組
織
化
が
目
立
っ
た
。
全
米
日

系
市
民
協
会
の
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
支
部
は
、
農
村
ば
か
り
で
な
く
都
市
部
の
二
世
に
呼
び
か
け
て
、
ス
ト
破
り
の
労
働
力
を
供
給
す
る
た
め

の
組
織
化
を
促
進
し
た
。
『
加
州
毎
日
』
は
ス
ト
ラ
イ
キ
で
困
難
な
状
況
に
あ
る
地
域
の
農
民
に
労
働
力
を
提
供
す
る
「
義
勇
饗
し
を
「
大
和

民
族
特
有
の
国
民
性
」
と
賞
讃
し
て
い
る
。
し
か
し
、
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
政
府
と
人
民
が
共
産
主
義
を
受
け
入
れ
な
い
限
り
、
ア
メ
リ
カ

市
民
で
あ
る
二
世
は
共
産
主
義
の
影
響
を
許
す
こ
と
は
出
来
な
い
し
、
し
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
日
系
市
民
協
会
の
声
明
に
も
み
ら
れ
る
よ

う
に
、
二
世
は
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
共
産
主
義
の
策
謀
と
断
定
し
、
む
し
ろ
彼
ら
の
「
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
」
を
示
す
絶
好
の
機
会
だ
と
考
え
た

　
　
　
⑥

の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
ス
ト
ラ
イ
キ
が
長
引
き
、
範
囲
が
拡
大
す
る
に
つ
れ
て
、
こ
の
よ
う
な
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
を
基
礎
と
し
た
団
結
に
ひ
び
が
入
り
始
め

た
。
七
月
に
は
白
人
農
民
の
目
に
も
明
ら
か
な
ほ
ど
日
系
農
民
の
間
の
対
立
が
表
面
化
し
て
い
た
。
農
家
協
会
の
あ
る
会
員
の
手
紙
は
次
の
よ
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う
に
報
告
し
て
い
る
。
「
日
系
の
野
菜
栽
培
農
家
は
組
合
（
メ
キ
シ
コ
人
や
他
の
労
働
者
の
）
と
悪
い
条
件
で
賃
金
に
関
す
る
同
意
を
し
た
。
こ
れ

は
重
大
な
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
農
民
達
が
ひ
ど
く
分
裂
し
て
い
る
の
で
、
再
組
織
す
る
た
め
に
一
二
つ
く
暇
が
必
要
だ
っ
た
と
弁
解
し
て

　
⑦

い
る
」
、
と
。
一
九
三
六
年
五
月
ご
ろ
か
ら
の
『
加
州
毎
日
』
と
『
羅
府
新
報
』
の
二
大
臼
系
新
聞
間
の
感
情
的
と
も
い
え
る
対
立
も
、
背
景

に
日
系
農
民
の
間
の
軋
櫟
が
あ
っ
た
。
単
な
る
派
閥
争
い
で
は
な
く
、
『
羅
府
新
報
』
は
南
加
農
会
連
盟
の
立
場
を
代
弁
し
て
お
り
、
『
加
州
毎

⑧日
』
は
二
点
の
相
関
連
す
る
問
題
に
関
し
て
南
加
農
会
連
盟
の
指
導
者
を
批
判
す
る
運
動
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。

　
第
一
の
批
判
は
組
織
上
の
問
題
で
あ
る
。
日
本
移
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
組
織
の
大
部
分
は
、
地
域
的
な
小
さ
な
組
織
が
よ
り
広
い
範
囲
の
組

織
に
連
合
さ
れ
る
と
い
う
形
で
州
単
位
の
組
織
に
ま
で
到
達
し
て
い
た
。
南
加
農
会
連
盟
も
各
々
の
地
域
、
生
産
物
を
単
位
と
す
る
小
組
織
の

　
　
　
　
　
　
⑨

連
合
体
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
差
毛
農
民
の
第
一
の
帰
属
意
識
は
地
元
の
組
織
に
あ
り
、
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
あ
い
だ
、
上
層
指
導
部
は
必

ず
し
も
末
端
組
織
を
完
全
に
掌
握
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ス
ト
ラ
イ
キ
が
長
引
く
に
つ
れ
て
、
日
系
農
民
の
間
に
指
導
者
の
高
圧
的
な
方

針
に
対
す
る
不
満
が
募
っ
て
い
っ
た
。
加
藤
支
配
人
が
南
加
農
会
連
盟
の
強
硬
方
針
は
全
農
民
の
総
意
で
あ
る
と
強
調
し
た
が
、
『
加
州
毎
日
』

の
藤
井
整
編
集
長
は
、
南
加
農
会
連
盟
の
方
針
が
地
域
の
状
況
を
無
視
し
て
お
り
、
各
地
域
に
問
題
解
決
は
任
せ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て

　
⑩

い
る
。
ま
た
、
日
本
人
農
園
労
働
者
組
合
も
、
各
地
域
の
農
民
の
組
織
は
、
独
立
し
て
交
渉
に
当
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
た
。

「
地
方
耕
作
者
組
合
に
て
は
直
接
交
渉
し
た
向
き
も
あ
り
且
つ
二
十
四
仙
乃
至
二
十
八
仙
支
払
う
の
意
志
さ
へ
見
え
る
に
農
薬
当
局
者
は
何
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

に
交
渉
談
義
の
機
会
を
作
っ
て
く
れ
ぬ
の
か
こ
の
点
吾
々
は
甚
だ
諒
解
に
苦
し
む
も
の
で
あ
る
」
、
と
。

　
こ
の
地
方
対
中
央
の
対
立
は
、
同
時
に
、
南
加
農
会
連
盟
の
指
導
者
達
と
、
小
借
地
農
と
の
対
立
の
表
面
化
を
意
味
し
て
い
た
。
一
九
三
三

年
の
ス
ト
ラ
イ
キ
と
一
九
三
六
年
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
大
き
な
違
い
は
、
労
働
力
の
供
給
量
に
あ
っ
た
。
一
九
三
三
年
に
は
、
労
働
力
は
過
剰
供

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

給
で
あ
っ
た
が
、
一
九
三
六
年
に
は
辛
う
じ
て
需
要
に
見
合
う
程
で
あ
っ
た
た
め
、
た
と
え
小
人
数
し
か
雇
用
し
な
い
小
農
に
と
っ
て
も
、
ス

ト
ラ
イ
キ
の
長
期
化
は
労
働
力
不
足
を
意
味
し
た
の
で
あ
る
。
『
加
州
毎
日
』
は
、
六
月
に
は
、
「
折
角
の
タ
ラ
ッ
プ
を
凪
倒
し
多
大
の
犠
牲
を

払
っ
て
迄
も
家
族
本
意
の
農
家
と
な
る
か
、
或
は
地
方
的
解
決
に
い
で
不
安
状
態
を
一
掃
す
べ
き
か
と
は
真
に
痛
痒
を
感
じ
つ
つ
あ
る
農
家
の
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⑬

声
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
ス
ト
ラ
イ
キ
に
よ
る
労
働
力
不
足
に
加
え
て
、
他
の
日
系
農
家
に
対
す
る
労
働
奉
仕
と
寄
付
は
、
小
農
に
と

っ
て
大
き
な
負
担
と
な
り
つ
つ
あ
っ
た
。
ハ
ー
バ
ー
シ
テ
ィ
の
あ
る
農
業
組
合
員
は
「
あ
の
当
時
の
連
盟
の
予
算
に
よ
る
と
一
ケ
月
六
千
ド
ル

の
経
費
で
ユ
ニ
オ
ン
対
抗
を
続
け
る
と
い
ふ
の
だ
っ
た
が
ワ
シ
ら
小
農
は
そ
ん
な
負
担
は
で
き
ん
扁
と
述
べ
た
と
い
う
。
ま
た
、
「
ス
ト
ラ
イ

キ
の
際
に
は
別
に
時
局
費
の
負
担
を
し
て
其
外
に
家
軒
別
他
地
方
ヘ
ヘ
ル
プ
に
い
っ
た
が
吾
々
の
ご
と
き
小
百
姓
に
は
仲
な
か
ヤ
リ
キ
レ
ン
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

農
連
の
会
員
た
る
間
は
や
は
り
つ
い
て
行
か
ん
と
」
と
い
う
農
民
の
声
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
を
基
礎
と
し
た
団
結
が
、
一
部

構
成
員
に
と
っ
て
は
む
し
ろ
負
担
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
「
わ
が
『
加
州
毎
日
』
を
敵
視
す
る
態
度
は
や
が
て
小
農
の
反
感
を
買
ふ
」
と
小
農
の
代
表
を
自
認
す
る
『
加
州
毎
日
』
は
こ
の
よ
う
な
小

農
の
苦
境
を
論
じ
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
っ
た
。
「
あ
る
小
農
民
か
ら
の
手
紙
」
は
、
「
ス
ト
ラ
イ
キ
に
関
し
大
農
を
ヘ
ル
プ
す
る
た
め
に
小
農

者
か
ら
時
局
費
を
募
集
す
る
こ
と
や
ま
た
小
農
が
自
分
の
仕
事
を
よ
し
て
ま
で
大
農
の
ヘ
ル
プ
に
出
か
け
る
こ
と
は
公
平
で
な
い
と
信
ず
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

も
し
大
農
が
ス
ト
ラ
イ
キ
に
対
抗
せ
ん
と
す
る
な
ら
自
分
達
で
其
方
法
を
講
ず
る
こ
と
が
穏
当
で
あ
る
」
、
と
訴
え
て
い
る
。
藤
井
編
集
長
は
、

「
ス
ト
ラ
イ
キ
事
件
の
と
き
で
も
小
百
姓
が
困
っ
て
い
る
に
拘
ら
ず
何
処
ま
で
も
『
頑
張
れ
頑
張
れ
』
と
指
揮
し
て
小
百
姓
を
益
々
困
ら
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

其
裏
面
で
彼
ら
大
百
姓
は
小
百
姓
よ
り
も
高
い
給
金
を
払
っ
て
襲
う
ま
と
味
を
占
め
て
い
る
」
と
批
判
し
た
。
ま
た
、
藤
井
は
す
で
に
合
意
に

達
し
て
い
た
サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
や
オ
レ
ン
ジ
郡
の
農
民
と
農
業
労
働
者
と
の
間
の
契
約
の
内
容
を
紹
介
し
て
、
日
系
農
民
の
間
に
あ
る
組
合
に
対

す
る
素
朴
な
恐
怖
心
を
払
拭
し
よ
う
と
も
試
み
た
。
組
合
承
認
よ
り
も
ス
ト
ラ
イ
キ
が
こ
れ
以
上
引
き
延
ば
さ
れ
る
こ
と
の
方
が
農
家
に
と
っ

て
不
利
で
あ
る
と
主
張
し
、
さ
ら
に
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
有
力
な
白
人
の
労
働
組
合
が
支
持
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
排
日
運
動
の
再
発
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

忌
避
す
る
た
め
に
も
組
合
を
認
め
る
方
向
で
の
早
期
解
決
を
勧
め
た
の
で
あ
る
。

　
結
果
と
し
て
、
日
系
農
民
の
間
の
結
束
は
維
持
で
き
な
か
っ
た
。
農
家
協
会
を
は
じ
め
と
す
る
白
人
農
民
の
反
対
や
南
加
農
会
連
盟
の
指
導

に
も
関
わ
ら
ず
、
日
系
農
家
の
な
か
に
は
、
組
合
と
個
々
に
合
意
に
達
し
、
組
合
承
認
に
踏
み
切
る
と
こ
ろ
が
で
て
き
た
。
先
述
の
ご
と
く
七

月
迄
に
は
、
三
百
八
十
五
戸
の
農
家
が
、
農
園
労
働
に
対
し
て
最
低
時
給
三
〇
セ
ン
ト
、
雇
用
労
働
者
の
六
〇
％
は
組
合
員
と
す
る
と
い
う
内

70　（510）
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容
で
合
意
に
達
し
た
の
で
あ
る
。
翌
年
の
四
月
に
は
、
南
加
中
央
日
本
入
会
と
労
働
者
の
代
表
と
の
間
で
組
合
承
認
を
含
ん
だ
契
約
が
結
ぼ
れ

た
こ
と
も
既
述
の
如
く
で
あ
る
。

　
ロ
ス
ア
ン
ジ
ェ
ル
ス
・
セ
ロ
リ
・
ス
ト
ラ
イ
キ
は
日
系
農
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
危
機
に
陥
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
南
加
農
会

連
盟
の
会
長
は
八
月
に
辞
任
し
た
が
、
そ
の
時
点
で
ス
ト
ラ
イ
キ
問
題
は
い
ま
だ
解
決
し
て
い
な
い
と
い
う
認
識
を
示
し
、
辞
任
理
由
の
一
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

と
し
て
、
「
連
盟
が
農
家
へ
の
全
面
的
の
支
持
と
全
面
的
結
束
を
為
し
得
ざ
り
し
責
任
を
痛
感
す
」
と
述
べ
て
い
る
。
い
く
つ
か
の
地
域
の
組

織
は
、
中
央
組
織
か
ら
の
脱
会
を
決
議
し
た
。
コ
ン
プ
ト
ン
、
ハ
ー
バ
ー
シ
テ
ィ
、
β
…
ン
デ
ー
ル
、
な
ど
ガ
ー
デ
ナ
平
原
の
六
団
体
、
ナ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ン
ジ
郡
の
農
民
組
織
、
及
び
い
ち
ご
農
園
組
合
が
、
異
口
同
音
に
緊
急
基
金
と
労
働
奉
仕
の
過
重
負
担
を
理
由
に
脱
会
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
、

南
加
農
会
連
盟
の
指
導
者
は
、
一
部
農
民
の
ユ
ニ
オ
ン
承
認
が
労
働
者
側
の
態
度
の
硬
化
を
招
い
た
と
批
判
し
、
一
九
三
六
年
の
終
り
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

団
結
を
乱
す
も
の
は
「
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
敵
」
で
あ
る
と
各
地
域
を
説
い
て
ま
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
マ
ッ
ク
ゥ
ィ
リ
ア
ム
ス
は
、
一
九

三
〇
年
代
の
日
系
人
社
会
を
「
小
衛
民
社
会
隔
で
あ
る
と
し
、
「
実
際
に
は
た
だ
一
つ
の
階
級
利
益
し
か
社
会
の
な
か
に
見
い
だ
さ
れ
な
い
と
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

う
事
実
が
、
内
部
の
団
結
を
強
め
て
い
た
」
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
外
側
か
ら
観
察
し
て
い
る
。
し
か
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
部
に
視
点
を
置
き

換
え
て
み
る
と
、
受
認
者
に
よ
る
「
た
だ
一
つ
の
階
級
利
益
」
の
追
及
は
、
内
部
の
団
結
を
む
し
ろ
弱
め
た
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

①
『
羅
府
新
報
』
一
九
三
六
・
三
・
二
六
、
五
・
一
、
五
・
二
三
、
『
加
州
毎
日
』

　
一
九
三
六
・
三
・
二
六
、
四
・
二
五
。

②
　

『m

ﾛ
府
新
報
』
　
一
九
一
二
山
ハ
・
十
二
・
一
。

③
O
舞
畠
窯
毫
三
冨
ヨ
9
穿
ミ
ミ
§
帖
9
こ
ぎ
ミ
馬
ミ
（
δ
。
。
O
渥
㊦
冥
｛
暮
”
〉
触
8

　
ゆ
o
o
H
（
。
。
層
ち
①
O
）
ワ
ト
。
癖
Q
。
．

④
『
羅
府
新
報
』
～
九
三
六
・
十
一
・
三
十
、
『
加
州
毎
日
』
一
九
三
六
・
五
・
十

　
九
。

⑤
　
在
羅
府
日
本
帝
国
領
事
館
「
管
内
邦
人
人
口
統
計
表
」
（
昭
和
五
年
十
一
月
一

　
R
［
現
在
）
　
（
一
〉
ヵ
勺
）
、
『
加
州
毎
日
隔
　
一
九
ゴ
＝
ハ
・
七
・
十
五
。

⑥
　
『
羅
府
新
報
』
（
英
文
版
）
〉
冥
譜
b
。
9
お
。
。
①
嚇
『
加
州
毎
日
』
一
九
三
穴
・
四
・

　
二
九
、
一
九
三
〇
年
代
の
二
世
の
動
き
に
関
し
て
、
米
山
裕
「
第
二
次
世
界
大
戦

　
前
の
日
系
一
一
世
と
『
ア
メ
リ
カ
ニ
ズ
ム
』
」
『
ア
メ
リ
カ
研
究
』
二
十
巻
（
一
九
八

　
六
年
）
参
昭
酬
。

⑦
　
日
付
は
一
九
三
六
年
七
月
一
〇
日
。
い
㊤
局
。
一
一
簿
8
0
。
ヨ
撃
高
8
℃
專
ミ
貯
筆

　
讐
噛
ま
（
｝
§
‘
一
〇
き
）
①
×
剛
り
凶
σ
諜
。
。
。
。
。
。
圃
や
ト
。
O
留
㊤
■

⑧
　
『
加
州
毎
日
』
に
関
し
て
は
、
阪
田
安
男
、
田
村
紀
雄
「
『
炉
端
話
』
で
農
民
の

　
心
を
つ
か
む
藤
井
整
」
『
東
京
経
大
学
会
誌
』
一
四
六
号
（
一
九
入
六
年
六
月
）
参

　
照
。
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⑱
『
加
州
毎
日
』
一
九
三
六
・
五
・
二
五
、
六
・
二
九
、
八
・
二
五
。

⑲
『
羅
府
新
報
』
一
九
三
六
・
八
・
八
。

⑳
『
加
州
毎
日
隔
一
九
三
六
・
七
・
二
〇
、
八
・
二
五
、
八
・
ゴ
＝
、
九
・
十
一
、

　
『
羅
府
新
報
』
一
九
三
六
・
八
・
八
、
十
・
一
五
、
十
・
十
九
、
十
・
二
〇
、
十

　
一
・
七
。

⑳
　
『
羅
府
新
報
』
～
九
三
六
・
五
・
二
九
、
十
・
十
九
、
十
・
二
四
、
十
・
二
九
、

　
十
二
三
。

＠
　
ケ
ア
リ
ー
．
マ
ッ
ク
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
、
鈴
木
二
郎
・
小
野
瀬
嘉
慈
共
訳
、
『
ア

　
メ
リ
カ
の
人
種
的
偏
見
』
（
新
泉
社
、
一
九
七
〇
年
）
一
四
一
頁
。
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結
び
に
か
え
て

　
一
九
三
六
年
の
ス
ト
ラ
イ
キ
は
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
に
お
い
て
、
文
化
及
び
政
治
問
題
だ
け
で
な
く
生
活
基
盤
に
関
す
る
問
題
に
も
エ
ス
ニ

シ
テ
ィ
が
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
明
か
に
し
た
。
一
九
三
〇
年
代
の
長
引
く
経
済
危
機
と
そ
の
結
果
と
し
て
の
労
働
争
議
は
、
エ
ス
ニ
シ

テ
ィ
と
階
級
の
関
係
と
い
う
、
ア
メ
リ
カ
社
会
史
の
底
流
に
常
に
存
在
し
て
き
た
問
題
を
浮
き
彫
り
に
し
た
の
で
あ
る
。
第
一
に
、
民
族
的
団

結
と
い
う
、
い
わ
ば
階
級
縦
断
的
な
解
決
方
法
で
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
に
対
処
し
よ
う
と
し
た
日
系
農
業
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
は
、
中
央
指

導
者
－
小
国
地
象
i
農
業
労
働
者
と
い
う
階
層
分
化
が
表
面
化
し
た
。
と
は
い
え
、
「
九
三
〇
年
代
の
日
本
に
お
け
る
軍
国
主
義
の
台
頭

が
い
や
が
う
え
に
も
日
系
人
と
し
て
の
意
識
を
高
め
て
い
た
と
い
う
歴
史
的
背
景
を
考
え
る
と
、
こ
の
時
期
に
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
分
裂
し

た
と
結
論
づ
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
む
し
ろ
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
明
か
に
し
た
こ
と
は
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
多
面
性
で
あ
ろ
う
。
例
外
的
に

集
団
志
向
が
強
い
と
さ
れ
る
日
系
人
も
、
ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
け
る
生
活
の
基
盤
に
関
わ
る
問
題
に
関
し
て
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
指
導
老
や
他

の
経
済
的
階
層
の
日
系
人
と
の
衝
突
を
辞
さ
ず
、
自
ら
の
経
済
的
利
害
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
一
九
三
〇
年
代
の
経
済
的
危
機
と
い
え
ど
も
、
少
な
く
と
も
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
農
業
に
お
い
て
は
、
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
違
い
を
超
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越
し
た
階
級
意
識
を
直
接
に
は
生
み
出
さ
な
か
っ
た
。
日
系
農
業
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の
各
階
層
は
、
階
層
に
よ
る
亀
裂
が
表
面
化
し
た
後
も
、

あ
く
ま
で
日
系
人
と
い
う
枠
組
を
行
動
の
基
礎
と
し
て
い
た
。
メ
キ
シ
コ
系
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
系
及
び
日
系
農
業
労
働
者
に
し
て
も
、
エ
ス
ニ
ッ

ク
・
ユ
ニ
オ
ン
を
核
と
し
た
上
で
他
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
ユ
ニ
オ
ン
と
の
一
時
的
な
連
帯
を
目
指
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
を
通
じ

て
作
ら
れ
た
「
連
合
」
の
枠
外
に
お
か
れ
た
少
数
派
民
族
集
団
の
農
業
労
働
者
や
農
民
各
階
層
は
、
大
恐
慌
を
乗
り
切
る
た
め
に
、
エ
ス
ニ
シ

テ
ィ
に
基
づ
く
絆
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
は
又
、
白
人
優
越
体
制
の
な
か
で
、
民
族
或
は
人
種
の
階
層
化
を
強
化
す
る
皮
肉
な
結
果
と
も
な
っ
た
。
労
働
者
側
も
、
雇
用
者
側
も

エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
を
行
動
の
基
盤
と
し
た
こ
と
で
、
経
済
的
対
立
が
人
種
的
対
立
に
す
り
変
る
危
険
性
が
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
日
系
農
民
は
日

系
人
と
し
て
ま
と
ま
り
、
と
き
に
白
人
よ
り
厳
し
い
条
件
で
他
の
少
数
派
民
族
集
団
の
労
働
者
を
雇
用
し
た
。
そ
の
結
果
、
日
系
農
民
を
対
象

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

と
し
た
争
議
が
起
こ
り
、
ヴ
ェ
ラ
ル
デ
は
、
「
こ
の
ス
ト
ラ
イ
キ
が
長
引
く
と
、
メ
キ
シ
コ
人
と
日
本
人
の
間
に
、
人
種
的
憎
悪
が
で
て
く
る
」

と
述
べ
て
い
る
。
白
人
農
家
の
日
系
農
家
に
対
す
る
「
支
援
」
も
ま
た
、
土
地
法
強
化
を
示
唆
す
る
な
ど
人
種
差
別
を
手
段
と
す
る
支
配
の
試

み
で
あ
っ
た
た
め
、
常
に
排
斥
に
転
じ
る
可
能
性
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
は
か
ら
ず
も
第
二
次
大
戦
の
勃
発
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

　
①
『
羅
府
新
報
』
一
九
三
六
・
五
・
二
十
二
。
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　　　　　The　Los　Angeles　Celery　Strike　of　1936　and

the　Agricultural　Community　of　Japanese　lmmigrants

by

MATSuMoTo　Yuko

　　The　Los　Angeles　celery　strike　was　a　struggle　between　desperate　workers

ethnic＝minorities　and　Japanese　small　tenant　farmers　who　mallaged　to

survive　during　the　the　Great　Depression．　The　economic　crisis　made　small

tenant　farmers　pay　less　to　workers　ill　comparisoロwith　larger　farmers．　In

addition，　white　supremacy　put　Japanese　farmers，　most　of　whom　were　small

tenant　farmers，　in　a　more　precarious　situation．　C◎nsequently，　Japanese

farmers　employed　agricultural　wor玉（ers　in　harsher　conditions．

　　Against　this　situation，　Mexican，　Fi晦ino　and　Japanese　agricultural　work－

ers　organized　themselves　into　unions　based　on　their　own　ethnicity．

These　ethnic　unions　cooperated　with　each　other　ill　a　str量ke　to　demand

better　working　conditions　and　the　recognition　of　their　unions．

　　Feeling　the　pressure　of　the　white　power　structure，　Japanese　farmers　fo1－

lowed　the　leaders　of　the　Japanese　agricukural　community　and　took　strong

attitudes　against　the　workers　in　the　eary　stages　of　the　strike．　As　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロstrike　dragged　on，　however，　it　became　d圭Mcult　’for　each　individua1　Japanese

slnall　farmer　to　maintain　this　strong　attitude．　Some　of　them　made　indi－

vidua正agreements　with　workers　and　recognized　the　union．　Some　locaI

organizations　quit：the　central　organizat至on　of　Japanese　farrners．

　　ThuS，　an　analysis　of　the　strike　illuminates　that　ethnicity　acquired　a

deeper　significanc6　in　Californian　agriculture　during　the　Great　Depression．

First　of　a11，．for　agricuitUral　workers，　ethnicity　was　not　obstac三e　for　organ－

ization　but　became　the　basis　of　their　unionization．　Second，　this　strike

delnonstrates　that　power　relations　among　mlnority　groups　made　labor

relations　harsher　and　more　complicated．　Lastly，　an　analysis　of　this　strike

calls　for　a　review　of　the“ethnic　solidarity”of　the　Japanese　agricultural

community．　The　Japanese　immigraRts　were　not“exceptionaily，，　cohesive．

Japanese　agr玉cultural　workers　participated　in　the　strike　against　Japanese

farmers．　Small　tenant　farmers　could　not　follow　the　leaders　of　the　com・

munity．　In　a　word，　the　economic　crisis　sharpened　tlle　prob至em　common　to

other　ethnic　groups：relations　between　ethnicity　and　c玉ass．
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